


　千田保育園は、舟入高等学校の前身である広島市高等女学校（市女）の同窓生によって、

1953年９月に設立されました。

　市女の方々は、原爆により肉親や家を失った悲しみの淵から立ち上がり、被爆の傷跡が多く

残る焦土の広島の地を歩き、保育園設立のための寄付金を集められたのです。

　1967年に、社会福祉法人二葉会として認可されました。

　設立以来、熱き市女魂は、舟入高校同窓生へと受け継がれ、「揺籃を

動かす手が世界を動かす」の園是の下、子どもの持つ無限の可能性を

信じて、愛いっぱいの保育を続けています。

今年　　　　　 を迎える

千田保育園にこれからも熱いエールを

舟入・市女同窓会と社会福祉法人 二葉会 千田保育園の絆は永遠です。

〒730-0052 広島市中区千田町２丁目5-12 TEL(082)243-2766 FAX(082)249-7833

市女の校章は、千田保育園の
園章へと引き継がれています。
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した楽しみや喜びで彩っていけたら良いなという思いを込めています。

　舟入・市女を離れても、その時過ごした思い出が人生の豊かさに繋がっていますように。
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今年度も無事 8月10日に舟入・市女同窓会総会

を開催することが出来ました。総会では前年度の事

業報告や今年度の事業計画を始めとして、新組織に

加え規約の一部改正も承認されました。活発な意見

交換もあり総会の重要性を改めて感じることが出来

ました。ありがとうございました。また、懇親会で

はご来賓の柳校長をはじめとして、昨年よりも参加

者が増え188 名の方々にご出席いただき、旧交を温

めると共に、お楽しみ抽選会も催して、とても盛会

になりました。ご出席いただいた皆様、当番幹事、

ご支援いただいた方々に心より感謝申し上げます。

そして、この「あかしや」が本年も発行できることは、

幹事の頑張りに加え、皆さまからのご支援の賜物と

感謝し、この場を借りて御礼申し上げます。

また、同窓会の大切な柱である慰霊につきまして

も、8月6日に広島市高等女学校職員生徒原爆死没

者慰霊式典を社会福祉法人二葉会との共催にて執

り行いました。ここで、少ししこの場をお借りして

総会でも質問をいただいた千田保育園について触れ

されていただきます。ご存知のように、市女は戦後、

二葉高等学校を経て、現在の舟入高校になるわけ

ですが、母校を失った市女同窓生の方々は、市女初

代今堀校長の助言もあり、これから女性も自分の力

を発揮しながら働く時代になり保育園の重要性が増

してくるという見通しを立て、誠心誠意活動され寄

付や支援を得て千田保育園の開園にこぎつけたとい

うことをお聞きしております。この千田保育園は社

会福祉法人二葉会が運営しており、市女先輩方の

創設の想いを引き継いで現在は舟入高校の卒業生

が運営を担っております。昨年 70 周年を迎えられ

ております。おめでとうございます。慰霊において

これまでに多額の寄付を頂いており感謝に絶えませ

ん。そのような経緯もあり総会でも紹介しましたが、

舟入・市女同窓会より、園庭の総合遊具（写真参

照）更新金額の一部を寄付させていただいておりま

す。これからも千田保育園・市女・舟入の三つの環

で慰霊をより一層進めていきたいと思いますのでよ

ろしくお願い申し上げます。一方、式典の内容的に

は、今年度よりコロナ禍で中止しておりました手記

「トマト」（追悼誌「流燈」より）の朗読を再開した

舟入・市女同窓会
会長　市本　秀則

舟入・市女同窓会長あいさつ
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ことで参列した多くの方の心に鎮魂の思いが深まっ

たのではないでしょうか。来年度以降も継続してい

きたいと思います。さらに、舟入高校からも吹奏楽

部、音楽部、放送部、生徒会の先生・生徒の皆さま

に全面支援をいただき、深くかかわってもらうこと

が出来ました。また、慰霊碑清掃にも多くの同窓生

に加え、先生・生徒の皆さまにもご協力いただきま

した。誠にありがとうございました。今年度も暑い

中を多くの方にご参列いただきました。厚く御礼を

申し上げます。

舟入高校におかれましては、陸上競技男子

5000m競歩と将棋男子個人で全国優勝されたとの

こと、優勝された生徒の皆さん、ご家族、そして指

導された先生方、関係者の皆さん、誠におめでとう

ございます。同窓会としても嬉しい限りです。今年

のあかしやのテーマは “彩り”ですが、この優勝は

人生における忘れられない色鮮やかな思い出や感動

を与えると共に、皆さん自身や周囲の人々に「やれ

ばできる」という強い自信をもたらしたのではない

かと思います。同窓会としても、勉学だけでなくク

ラブ活動への支援も行っております。今後も益々ご

活躍されることを同窓生一同期待し、応援しており

ます。

最後に、諸先輩方のこれまでの舟入・市女同窓会

へのご尽力に感謝すると共に、今後、母校と共に益々

発展していくよう努力していくことを誓いご挨拶と

させていただきます。

千田保育園創立70周年記念事業　総合遊具 テープカット
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会報「あかしや」第 54 号の発刊おめでとうご

ざいます。また、同窓会の皆様には平素より本校

への多大なるご支援ご協力を賜りありがとうござ

います。

さて、今年のテーマは「彩り」であると伺いま

した。人生に「彩り」を添えるものと言えば色々

思い浮かびますが、逆に人生の「彩り」を失わせ

るものの１つとして、最近耳にすることが増えた

「タイパ（タイムパフォーマンス：時間対効果）」

の良さを求める傾向があると考えています。「タ

イパ」を高める行動例としては、「新聞は読まず

インターネットで関心を引く記事だけ読む」「本

は読まずあらすじと結末のみを専門のサイトで見

る」「動画は倍速で見る」「コミュニケーションは

SNS で」などが挙げられるでしょう。もちろん忙

しい現代人が効率の良さを求めることは悪いこと

ではないし、私自身 ICTの進歩による便利さの恩

恵はしっかり受けています。一方新聞や本をじっ

くり読むことで思いがけず心を揺さぶられる文章

に出会ったり、対面での対話を通して、オンライ

ンでは伝わりきらない温もりを感じることができ

たり、という経験を誰しも持っているのではない

でしょうか。

私は常々生徒たちに、「意味がない」「無駄だ」

という判断を簡単にしないよう言っています。高

校生の段階でそう判断することの中には、年齢を

重ねたり視座を変えたりすれば生きていく上で非

常に大切なことも多くあると考えるからです。何

が人生に「彩り」を与えるかは何十年も先までわ

からないということを知る大人として、時には視

座をずらして物事を見られるようになるよう導い

ていくことも学校の役割だと考えています。

同窓生の皆様には、引き続き舟入高校を温かく

見守っていただきますようお願い申し上げます。

末筆となりましたが、同窓生の皆様の今後一層

のご健勝とご活躍、そして同窓会の益々のご発展

をお祈り申し上げ、ご挨拶に代えさせていただき

ます。

広島市立舟入高等学校
校長　柳　　智子

ごあいさつ
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◆体育系
　陸上部
　　第77回中国高等学校陸上競技選手権大会
　　　女子の部
　　　砲丸投げ	 5位	 川添　恵里（全国総体出場）
　　　やり投げ	 3位	 川添　恵里（全国総体出場）
　　　100mH	 4位	 大月　彩恵（全国総体出場）
　　　	 準決勝進出	 花井　栞奈
　　　男子の部
　　　5000ｍW	 優勝	 中島　壮一郎（全国総体出場）
	 13位	 大江　一真
　　　800ｍ	 6位	 中谷　隼人（全国総体出場）
　　　3000ｍＳＣ	 予選敗退	 三歩　凛太郎
　　令和6年度全国高等学校総合体育大会
　　　女子の部
　　　100mH	 準決勝進出	 大月　彩恵
　　　砲丸投げ	 予選2組22位	 川添　恵里
　　　やり投げ	 予選1組21位	 川添　恵里
　　　男子の部
　　　5000ｍＷ	 優勝	 中島　壮一郎
　　　800ｍ	 予選7組5位	 中谷　隼人
　　第78回中国陸上競技選手権大会
　　　女子の部
　　　100ｍＨ	 予選3組2位	 大月　彩恵
	 予選2組4位	 花井　栞奈
　　　砲丸投	 18位	 藤川　絢羽
　　　4×100ｍ	 予選1組4位	 花井　光平　脇坂　大月
　　　4×400ｍ	 8位	 大月　永藤　光平　淺田

　水泳部
　　第72回中国高等学校選手権水泳競技大会
　　　女子の部
　　　50ｍ自由形	 5位	 横谷　古都音
　　　100ｍ自由形	 2位	 横谷　古都音（全国総体出場）
　　　4×200ｍフリーリレー	 大野　中谷　横谷　古林
　　　4×100ｍフリーリレー	 大野　古林　錫村　横谷
　　　男子の部
　　　100ｍ平泳ぎ		  望月　大誠
　　　100ｍ背泳ぎ		  中山　勇也
　　　200ｍ背泳ぎ		  中山　勇也
　　　200ｍ個人メドレー	 常富　海吏
　　　400ｍ個人メドレー	 常富　海吏
　　　4×100ｍメドレーリレー	 中山　望月　常富　天野

　令和6年度全国高等学校選手権水泳競技大会
　　　女子の部
　　　100ｍ自由形		  横谷　古都音

◆文化系
　放送部
　　第71回NHK全国放送コンテスト
　　　アナウンス部門　　準々決勝進出	 中野　愛美
　　　朗読部門　　　　　準々決勝進出	 世良　優弥
　将棋
　　令和6年度全国高等学校総合文化祭
　　　男子個人　　　　　優勝	 山本　和遼
　美術
　　第48回全国総合文化祭出展	 栗栖　旬大
　書道
　　第48回全国総合文化祭出展	 須佐美　ひな

　限られた時間を効果的に活用して、現役生たちは勉強に、部活動に、励んでいます。これからも現役生の活躍を
応援しましょう！
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第 76 回の舟入祭にお邪魔してきました。母校

に足を踏み入れるのは約 17 年ぶりで、前日から

少し緊張していました。と言うのも、現役生に少

し話を聞いてみようと考えていましたが、何をど

う話したらいいのか（そもそも高校生に話しかけ

て、不審者だと思われないだろうか）と、不安で

した。

当日。舟入高校の門をくぐるとまず、駐輪場の

係であろう生徒さんに大きな声であいさつしても

らえました。人見知りもせずさわやかだなという

印象を受けながら、そのまま生徒会室に行き、文

化委員長の方にお話しをうかがいました。今年の

テーマは「黎明」だそうで、黎明には「日の明け

方」という意味と、そこから転じて「物事の始まり」

という意味があるのだそう。コロナという暗闇を

抜けた夜明けの文化祭にふさわしいテーマになっ

たと語ってくれました。また今年は 5年ぶりに食

品の提供ができるようになったそうで、保健所と

のやり取りを始め手探りでの実施で、黎明という

言葉がぴったりだったそうです。話を聞いた生徒

会のみなさんは、文化祭の運営のためクラスの出

し物には関われず残念だが、生徒会メンバーみん

な仲が良く、とても楽しいです！と元気いっぱい

舟入58期あかしや編集部

第 7 6 回 舟入祭「黎 明」　 現 役 生の声
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でした。

校内を少し歩いていて気付いたのは、生徒や保

護者だけでなく、いろんな年代の方がたくさんい

たこと。何期の方かは聞いていませんが、卒業生

の方が待ち合わせされていて「久しぶり～！」と

再会を果たしていました。お話を聞いてみると、

同窓会代わりに文化祭に行ってみようという話に

なったそうで、「高校生と話せる機会なんてもう

ないけーね！」と笑わせてくれました。先ほどの

文化委員長の生徒さんにも文化祭の様子を聞いて

みたところ、「地域の方や市女時代の卒業生の方

も来てくれて、みんなに愛されている学校なんだ

と実感した」とおっしゃっていました。

卒業生という共通点があるだけで、いろんな方

とお話しすることができた 1日でした。同窓会の

テントもありますし、みなさんもぜひ文化祭を訪

れてみてくださいね。
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9 月 18 日水曜日舟入高校グラウンドにて第 76

回体育祭が開催されました（テーマは何故か、

Twilight「夕暮れ」とか「黄昏」でした）。学校

行事との関係で平日開催になってほぼ 10 年、コ

ロナ禍も終息し、昨年より全学年の保護者も参観

OKという開催となりました。異常ともいえる猛

暑で（広島市の最高気温は 35℃でした）熱中症も

心配される中、以前より種目数も減らし、午後 2

時には閉会式となる短縮開催でした。しかし、生

徒の皆さんの熱中ぶりは以前と変わらず、十分楽

しんでいる様子でした。3年前より体操服が変更

され、上はブルー、下はブラックとなり少し変

わった雰囲気となりましたが、体育倉庫の上には 

“Fight, Fair, Fine” の横断幕も掲げられ、伝統は

しっかり残されていました。

どの種目も盛り上がっていましたが、特にいい

雰囲気だったのが 1年生の「舟入高校体操」と 3

年生の「民謡」でした。生徒席の中央に座ってい

る 3年生が 1年生の一つ一つのポーズに大歓声を

上げる中での1年生の演技でした（高校1年生だっ

た時のあの恥ずかしさを思い出しました）。午後

の最初の種目となった 3年生の「民謡」では、生

徒たちに加え担任の先生方も浴衣に着替えられ、

グラウンドに大きな 2つの円になってのしなやか

な踊りぶりに大きな拍手が起きていました。

2年生の縄跳びは姿を消し、クラスダンスになっ

たことは時代の流れを感じさせましたが、生徒た

ちが楽しそうに演技している姿は私たちの高校時

代と全く変わらず、ほっと一安心できた 1日とな

りました。

事務局長　舟入27期　住田　恒三

第 7 6 回 体 育 祭 が 開 催されました

1年生全員での舟入高校体操 3年生の民謡

8

体　育　祭



我々 18 期は今春をもって全員がめでたく？後

期高齢者となりました。卒業後 57 年を超え、周

りを見回せば恩師をはじめ同期の友人の訃報に接

することが多く、会っての話題も “初恋の想い出 ”

より病気と孫の自慢が中心になり、会合は “ 黙と

う・献杯 ” から始めるのが常となっています。昭

和 23・24 年生まれが中心の我々は “ 団塊の世代 ”

の切れ端であり、人口構造ピラミッドの形をいび

つにしながらも、青春期は 70 年安保・大学紛争

を体験し、社会に出てからはバブル経済とその崩

壊、“24 時間戦うビジネスマン ” と持て囃されな

がら刺激の多い時代を潜り抜けてきました。

このような半生を過ごした我々ですが、同窓

の皆さんに誇れるものがあります。それは 18 期

の “ 群れる ” 熱意です。平成 8 年に同期会発足以

来 27 年間、年 1度の定例会に加え必要に応じて

幹事会を開催し様々な企画を立てながら絆を深

めています。この発足に際しては、在校当時 “ 校

技 ” とされたサッカー部のキャプテンであった堀

口照幸という羅針儀となる存在があり、その旗の

下に個々の主張が強い我々であっても従うのが当

然と寄り集まっているのです。昨今、同窓会の席

で若い世代の幹事から同期のつながりが薄く同期

会が作りにくいとの話を聞きます。プライバシー

保護など困難とする要因は理解できますが、絶対

とするものでも乗り越えられないものでもありま

せん。要は旗・光を掲げる者がおり、それを支え

ようという周囲の意思があるかが原点です。同窓

会の発展は母校の歴史であり、同期会はその基盤

ですので、卒業後の早い時期からの取り組みを頑

張っていただきたいと思います。

終わりになりますが、18 期として皆さんに嬉し

いご報告があります。我々の同期から二人の叙勲

授章者が出たことです。令和 5 年春の褒章におい

て大野喜子さんが永年にわたる呉市議会議員とし

ての地方自治功労・旭日双光章を、そして令和 5

年秋の褒章において堀口照幸さんが永年にわたる

南区似島東町内会会長としての地方自治功労・旭

日単光章を授章いたしました。同期の二人が同年

に授章することは母校の歴史でも希だろうと思っ

ており、今年の同期会で盛大に祝うこととしてい

ます。それに先立って令和6年1月9日にサッカー

18期同期会幹事会

何やら世に憚りながら叙 勲
（ 1 8 期 同 期 会の 近 況 報 告）
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部の同期生主催の祝賀会に同期会幹事有志が合流

し、“ 堀口照幸君の叙勲を祝う会 ” をひろしま国

際ホテルで開催いたしました。幼少時に始まって

サッカー現役の雄姿、新婚さらには孫に囲まれて

の笑顔などを収録したDVDの放映に加え、照幸

節満開のド演歌ワンマンショーなどで大いに盛り

上がりました。（後で出席者から秋の同期会には

照幸には曲数制限しとけとの注文もありました）

我々 “団塊の世代 ”の 18 期は良きにつけ悪しきに

つけ世の中に波動を起こしてきたと自負していま

す。“ 憚る ” には「のさばる」と「遠慮する」の

両方の意味がありますが、今後もその意味を噛み

しめながら “18 期世に憚かる ” の道を歩んでいき

たいと思っています。
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山内弘行先生が亡くなった。今年四月半ばのことである。
折しも6年ぶりの同期会の準備のため、グループラインが
立ち上がって間もなくの事、一瞬で何十人もの同期生に訃
報が共有され、F28トークルームには驚きとご冥福をお祈
りする声がバラバラと寄せられた。今年は懐かしい顔に会
えると、上昇気分のトークルームに突然の先生の訃報。享
年 81歳。舟入高校には 1970 年～ 1985 年まで就任されて
おり、我が期では 1年 9 組、2年 1組、3年 9 組の担任を
されている。教科は国語、クラブ活動は演劇部の顧問で、
私は3年間部活で大変お世話になった。
　今写真を見てもかなりのイケメンだ。
しかし、演劇部ではメイン顧問の伊藤隆弘先生が「原爆」
を題材にした創作劇を書かれ、県知事賞を連続受賞、全国
大会出場と華やかな表方で、山内先生は生徒の面倒見や裏
方の地味な仕事を一手に引き受けておられた印象だ。それ
が影響したのかどうか、私が今なお携わるテレビの仕事は、
広島民放 4局とNHKの番組のセットや小道具等を作るま
さしく裏方の仕事だ。
　同期の男子から聞いた修学旅行の夜の宿での話。
消灯した部屋の中、内緒で持参したウイスキーを何人かで
飲もうとしたその時、ドアを開けたのは山内先生。一言、「お
前らっ早う寝ろっ‼」ぴしゃりとドアは閉められた。エピソー
ドは十分不適切、状況的にも絶対バレていた筈なのに一切
お咎めは無かったそうだ。修学旅行初日の忘れられないほ
ろ苦い思い出だそう。
　自分の一生の仕事に出会わせてくださったという感謝の
メッセージや、自分が進路を決める時背中を押してくださっ
たと、各々の中にエピソードが湧いてくる。
　葬儀は家族葬という事で、行ってもいいものか、遠慮す
るべきなのか何人かから相談もあったが、心の中で合掌し、
静かにご冥福をお祈りすることにした。
　とは言え、気持ちはもどかしく、もやもやが燻る。
長い舟入高校の歴史の中の十数年間に山内先生がいてくだ
さり、若かった私達を見ていてくださった御縁に感謝。
私達が昔々の高校時代を思い出す時に蘇る様々なシーンを
あの山内先生のハンサムな笑顔が彩ってくれている事をこ
こに記し残しておきたかった。� 合掌

「さあ、あなたが書きながらあなたが演ずる長い、
　ながい、ナガーイ人生ドラマの幕開きです
　悲劇を、喜劇を、あなたのドラマを下手でも精一杯
　演じてください。幕が降りるまで。」　山内弘行

※舟入 28 期卒業アルバムより

舟入28期　横山　孝子（旧姓　片山）

恩師山内弘行先生を偲ぶ

※製作した大道具・小道具と共に職場にて
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65 歳退職し、緑寿を迎えた私は、これからの人

生を彩り豊かに過ごしたいと思っています。小学

生から中学、高校、大学と続けてきたサッカーは、

今では新しくできた街中サッカー専用スタジアム

「エディオンピースウィング広島」で同級生と一

緒に通い詰め、サンフレッチェやレジーナの試合

を観戦して週末を彩っています。観るだけに飽き

足らず、オーバー60のサッカーチームに入り、ボー

ルを蹴り始めました。

10 数年前の同級生との富士登山をきっかけに、

登山にハマりました。これまで百名山の大山、九

重連山、祖母山、石鎚山、白山、立山などに同級

生と登り、今年は表銀座縦走をして憧れの槍ヶ岳

に挑戦する予定です。

また、50 の手習いで始めたクラシックギター

は、今年初めてコンペティションに参加し、銀賞

を受賞しました。お粗末ながら年 1回同級生に披

露するようになりました。さらに、2匹の柴犬と

の毎日の散歩が私の癒しです。

同窓会を通じて再会した同級生との素晴らしい

経験を共有できることに感謝しています。彼らと

一緒に過ごす時間は、私の人生に素晴らしい色を

添えてくれていると感じています。

舟入29期　梅比良　伸二

人 生の 彩り

エディオンピースウイング広島にて　同級生と共に
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表銀座難コースからの槍ヶ岳挑戦

槍ヶ岳に見守られ上高地ヘ下山

クラシックギター発表会にて 柴犬（リク17歳、たつる3歳）と共に

憧れの槍ヶ岳登頂
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地域社会への貢献というテーマは、時として私

たちの心を温かくし、地域の絆を深める重要な要

素となります。

縁あって現在まで携わってきている『VONDS

（ボンズ）市原』と『プルクラ（Pulchra）』はそ

の典型例であり、それぞれが異なる分野で地域社

会に貢献しています。

VONDS 市原は千葉県市原市に本拠地を置く

サッカーチームとして、現在地域リーグまでス

テップアップしてきています。市原地域限定株主

制度を導入するなど、地域との絆を強化する取り

組みを行い、目指す Jリーグ昇格への挑戦はこの

地域全体を巻き込んだ大きなプロジェクトとなっ

ています。一方のプルクラはフィリピンのセブ島

に位置する日系リゾートホテルとして、約 30 年

の歳月を経て島のランドマークとして地域に根付

き、多くのゲストに究極のリラクゼーションを提

供してきています。特にホテル内でのエコフレン

ドリーな取り組みは、ゲストが自然を保護し持続

可能な方法で楽しむことの重要性を理解する手助

けにもなっています。

またこの両組織、それぞれの名前に含まれる意

味が、その活動と理念を象徴しています。

VONDS市原の名前は、“BOND” と “VICTORY”

の頭文字Vを組み合わせたもので、地域の絆と勝

利を意味します。一方プルクラの名前は、ラテン

語で美しさと贅沢な体験を追求することを意味し

ます。このような名前に込められた想いは、両組

織が地域社会に貢献する姿勢と一致します。

スポーツと観光という異なる分野での活動は、

地域住民に希望と誇りを与えるのみならず、地域

全体の文化や経済にもプラスの影響を与えていま

す。

これからも地域社会にとって不可欠な存在とし

てその役割を果たし続けてほしいと思っていま

す。近い将来、Pulchra のロゴ入りユニフォーム

をまとったVONDS 市原の選手たちが、J リーグ

で活躍する姿を夢みながら。

舟入29期　西川　彰二

地 域に 根ざした社会 貢 献
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プルクライメージ プールラグーンスイート

メインプール＆レストランの夕暮れ
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舟入高校 29 期生は、令和 6 年 8 月 17 日（土）

に例年通りアンデルセンで同期会を開催しまし

た。「緑寿」とは、65 歳のお祝いだそうです。当

日は台風の影響で 1名欠席になりましたが、49 名

が参加しました。開始に先立ち全員で写真を撮り

ました。

開会前にまずは物故者への哀悼の意を表し黙と

う行いました。同期会会長光廣　昌史君による開

会挨拶&乾杯で会が始まりました。

65 歳ということで年金生活が始まる年齢になり

老後やセカンドライフという言葉がキーワードに

なりました。そこでオフィスミツヒロ代表取締役

光廣　昌史君を講師に「定年前後のお金と手続き」

と題して講演してもらいました。この歳になると

話題は、病気・介護・墓・負動産のこと、さらに

老後の貯えは二千万とも三千万とも不安はつのる

ばかり。そんな中自社のミツヒロニュースを使い

「先を見ようとするから不安になる、今できるこ

とに集中していれば明日は明日の風が吹くから。

今を大切にすることは最も大事」とまとめ講演を

終了。皆少し安心することができました。

舟入29期　前　　道男

令 和 6 年舟入 2 9 期 緑 寿同期 会 開 催
～今を大切に、セカンドライフを楽しもう～
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その後のスピーチでは、「セカンドライフ」を

テーマに 8人に話してもらいました。今までの人

生でそれぞれの彩りを重ねてきましたが、「まだ

まだ現役」の人から「趣味・押し活」や「まだ考

えていません」という人まで。さらに重ねたり、

ちがった彩りを加えたり、みんな明るく輝く人生

を進めて行こうとしているように思いました。

その後じゃんけん大会を行い、アンデルセンと

コストコで用意した豪華な景品をめぐり、熱い戦

いが繰り広げられました。笑い声が絶えず、みん

なで楽しいひとときを共有することができまし

た。

最後に次回の幹事グループを確認して同期会は

終了しました。来年から 3年間は入学から卒業ま

での 50 周年の 3年間になります。会費、開催日、

時間、50 周年記念品等課題はありますがより多く

の同期が集まりまだまだ盛り上がっていけたらと

思っています。
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2024 年 8 月 10日（土）に第 44回舟入・市女同
窓会総会をリーガロイヤルホテル広島で開催しまし
た。歴史ある同窓会総会の幹事を仰せつかり、大変
光栄に存じます。総勢 188 名の参加となり、来賓の
方々やたくさんの先輩方にご出席いただき、誠にあ
りがとうございました。厚く御礼申し上げます。なお、
会の開催にあたりお祝いや協賛金をご提供いただい
た皆様には深く感謝申し上げます。当番幹事として、
当日は美男美女 18 名で受付を行いました。チケッ
ト制の受付でお待たせしてしまうことがありご迷惑
をおかけしたが、諸先輩方の快い対応に心が温まり
ました。
総会では、会長の市本秀則氏（舟入 28 期）の挨
拶をはじめ、昨年度の各事業報告と会計報告及び
来年度の事業予定と予算案が審議されました。特に
市女学徒動員資料のデジタルデータ化および製本化
は昨年度の大きな成果であり、大変貴重な資料とな
りました。関係者の皆様には多大なるご尽力を賜り、
深く感謝申し上げます。また、参加者の皆さまには
議案の拍手による承認をいただきありがとうござい
ました。
続く懇親会では、河村綾奈氏（元RCCアナウン

サー　舟入 61期）による華やかな司会をしていた
だきました。歓談がひと段落したと思えば、おじい
さん・おっさんたちは写真を撮りたい、と長蛇の列
になりました！笑　素敵な笑顔で対応いただき感謝
いたします。さらに、鳥平二郎様の尺八演奏による
音色の変化は皆さんを魅了するとともに、参加者の

近況や昔話に花を添えました。
また、お楽しみ抽選会で当選された皆さん、おめ
でとうございました。OB・OGやFOB会の皆さま
に景品をご提供いただき、50個の用意ができました。
この場をお借りして改めて感謝申し上げます。あり
がとうございました。閉会の挨拶を出席者の中で最
高齢の11期の國本武基氏に頂戴しました。同窓会
総会の立ち上げに関するエピソードをお話しされ、
良き歴史を感じました。これからも素晴らしい同窓
会を継続することで、素敵な出会いにつながると確
信しました。
最後になりますが、当番幹事として諸所至らない

点がございましたが、「来てよかった。また来たい。」
そう思ってもらえるように執行部をはじめ当番幹事
は準備して参りました。このように盛会に終えるこ
とができたのは皆さんのご支援のおかげと心より感
謝申し上げます。本当にありがとうございました。
また、準備に際して激励のお言葉をいただきました
こと、重ねて御礼申し上げます。来年も、いや来年
以降もご友人をお誘いの上、同窓会にご出席いただ
き、同期や先輩・後輩に会い、楽しく有意義な時間
をお過ごしいただけると執行部冥利に尽きます。来
年は 8月9日（土）を予定しております。当番幹事
のバトンを58 期の後輩に引き継ぎますが、変わら
ぬご高配を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上
げます。
末筆ではございますが、皆さんのご健康と益々の

ご活躍を祈念いたします。

当番幹事　舟入57期一同

第44回舟入・市女同窓会総会が
開催されました
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受付の様子 総会第１部　議事の部

司会の河村 綾奈さん お楽しみ抽選会の景品

國本　武基さんの一本締め 当番幹事舟入57期の皆さん、お疲れ様！！
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2024 年 6 月 15日（土）、ホテル阪急レスパイア
大阪に二葉会河野理事長、住田同窓会事務局長を
お迎えし、舟入高校支部会員11名の、総員13名に
て開催致しました。広島から舟入高校 43 期の川上
様も飛び入り参加頂きました。また、今回より会場
を「ホテルグランヴィア大阪」から同じくJR大阪
に隣接した「ホテル阪急レスパイア大阪」に変更し
ました。宴会会場の広さ及び建物の老朽化に対し、
改善を図ることが目的です。新会場は広さに十分余
裕が有りますので、来年度は参加者が増加すること
を期待しております。
コロナ前の第 60回総会は来賓 7名、舟入会員16
名、計 23 名の開催でした。今回人数は、下回りま
したが、久々の開催でまとまりが良く、ゆったりと
した時間配分で、懇親が進み、会場は大変盛り上が
りました。以下に内容を簡単に記載致します。
【支部総会】
開会の挨拶（来海支部長）
会計報告（会計監査）
来賓挨拶
　二葉会河野理事長：
　同窓会住田事務局長：

閉会の挨拶（来海支部長）
【懇親会】
乾杯の御発声：来海支部長
会食（洋食フルコース！）
各自近況報告　少人数ということもあり全員に報

告頂きました。
　卒業年次、所属クラブ、趣味、近況報告等
広島からの飛び入り43 期の川上様からは、㈱
STUが手掛ける瀬戸内のアイドルグループ STU48
の紹介を頂きました。
校歌斉唱
恒例のテーブル毎の記念撮影及び参加者全員の

集合写真を撮影しました。
約３時間が経過し、中締めを舟入 10 期元支部長
市川さんにて行い、閉会しました。
今回の関西支部総会は、終始和やかな雰囲気で

実施出来ました。今年から参加者募集方法として往
復はがき、FAX、Email を併用しましたが、長期ブ
ランクの影響も有り、参加者は前回を下回りました。
来年度の支部総会は、一層の盛会とするべく事務局
一同努力する所存です。

舟入・市女同窓会関西支部長　舟入22期　来海　素存

『第6１回支部総会・懇親会』実施報告
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コロナが昨年第 5類に移行し一年が経ち日常生
活を取り戻しつつある中、今年は被爆 79 年を迎
えました。ロシアのウクライナ侵攻、安倍首相の
命を奪った忌々しい出来事、またアメリカでは前
大統領トランプ氏への狙撃事件等があり、昨年度
同様に厳重警戒の中での開催となりました。広島
市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典
も厳かに開催いたしました。
昨年度より通常開催となり、また、今年は手記
の朗読を再開し舟入高校の生徒に読んで頂きまし
た。式典に参列された方々から感動しましたとの
お言葉やこの活動を継承していってくださいなど
のお話を頂きました。被爆された方々の語り部の
方たちも高齢となり、こういった手記を聞く事が
少なくなった中貴重な体験を私もさせて頂きまし
た。
世界で一国だけの惨劇、悲劇に巻き込まれた市
女の生徒・職員・ご家族の方々の事を手記という
形で全世界の方に発信していく必要があると感じ
ました。一つの行動が世界を変えることを願って
います。
会場に掲示したパネル資料も多くの参列者の方
たちや通行人の方たちが真剣な顔をして拝見され
ていました。今年は市女動員資料のデジタル化、
および製本が完了し、舟入高校に眠っていた貴重
な資料をデータ化し後世に残す事となりました。
製本した資料は舟入高校、千田保育園、原爆資料

館へ寄贈致しました。79 年前のとても貴重な資料
となります。生々しい会話をそのままの状態での
こされています。慰霊祭会場へ展示しようという
ご意見もありましたが個人情報がそのまま掲載さ
れているので断念いたしました。このような貴重
な資料があるということをこのあかしやを通して
在校生また卒業生の皆様に知っていただきたいと
思います。
舟入・市女同窓会執行部や慰霊部の諸先輩方が
手記の朗読はやはり再開すべきとのご意見が多く
今年から再開する事となりましたが、この伝統を
舟入高校の生徒たちに引き継いでいくことが慰霊
部の使命であると思いました。諸先輩方のご意見
は本当に有難い事でした。昨年は「継承」を掲げ
式典の準備から開催に至るまで、慰霊部会で何度
も話し合いがもたれたと思いますが、今年の部会
でも「継承」をどうしていくか？という話し合い
を持ちました。まず、この場を借りて舟入高校生
徒達へお礼を申し上げたいと思います。式典開催
にあたり現場清掃に 2日間も参加して頂き、当日
の式典への参加も多くの生徒さん達にお手伝いを
頂き「継承」の最初の一歩となったのではないで
しょうか。また、吹奏楽部の方たちにも頭があが
りません。本当に暑い中の演奏という大役を果た
していただきありがとうございました。昨年から
通常開催となり先輩方々が試行錯誤をされ開催し
た昨年の式典を参考にしよきものにしていかなけ

舟入・市女同窓会慰霊部会担当副会長　舟入38期　熊谷　栄一

第48回広島市立第一高等女学校職員生徒
原爆死没者慰霊式典が開催されました
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ればと思いましたが、今まで慰霊部の諸先輩方が
どれだけ大変な苦労をされ、また頼り切っていた
んだという事を痛感いたしました。この場を借り
てお礼もうしあげます。
色々な方たちの応援があって無事に開催できて
いることをこのあかしやを通じて皆さんに知って
頂きたいと思います。また、この度平日の中お手
伝いを申し出て頂きました、同級生の皆様にもお
礼を申し上げたいと思います。本当にありがとう。

最後に舟入・市女のDNA受け継いでいる、卒
業生・在校生・諸先輩方々のおかげで無事に開催
できたこと心からお礼申し上げます。また、この
経験を生かしよりよい式典を目指し精進してい
き、より良い式典にして行きたいと思います。本
当に式典にご参加して頂きました皆様、ありがと
うございました。

在校生の前日準備 放送部による手記の朗読

ビオラ奏者沖田 孝司氏による演奏 当日掲示した中国新聞の記事
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5 月 16日（木）の午後、1年生を対象にした平和
教育講演会が開催されました。一昨年までは実際に
被爆を経験された市女の卒業生に講演をお願いし
てきましたが、皆さんご高齢になり無理をお願いす
ることはできなくなり、今年も昨年と同様に市女 23
期の綿岡　智津子様（今まで講演をお願いしてきた
加藤八千代さんと同期）の長女の岩田　美穂さんに
講師をお願いしました。
講演では、岩田さんのお母様のご家族の話を中心

にして、原爆、戦争、平和についてお話しされまし
た。被爆当時の広島にも今の広島と変わらない普通
の暮らしがあり、その普通の暮らしが一瞬にして破
壊されたこと、被爆を体験された方がいらっしゃら
なくなる時代に私たちができることは何か、を生徒
たちに訴えかけられました。以下に、生徒の感想文
を紹介いたします。

私にも姉や妹、母や父がいて、そんな日常が当た
り前にあるものだと思っています。これまで沢山の
語り手の方からお話を伺ってきましたが、こんなに
も自分自身と重ねたのは初めてでした。いつも通り
「行ってきます」と言って別れた家族ともう会えな
くなってしまう、大切な人の死体を見てしまう、そ
んな悲劇と言っても足りないくらいの状況が自分の
身に起こったらと思うと、涙が出てきました。私の
親戚の方にも被爆者がいて、実際にお話を聞きに
行ったことがあります。今はもう亡くなってしまいま
したが、彼女の体験は今でも心に深く刻まれていま
す。1945 年 8月 6日から80 年近くが経って、少し
ずつ人々の記憶から薄れていく原子爆弾の恐怖や戦
争の恐ろしさを、歴史で片づけてはいけません。実
際に私の同級生にも軽んじたような発言をする人が
沢山います。たしかに事実上関係のないことかもし
れません。ですが、広島で生まれ、育った私たちが

伝えずに後世へと語れる人はいません。岩田さんの
おっしゃった通り、今から沢山のことを学んで、あ
の日のことを歴史で片づけないようにしたいです。

まず、戦争中の人は学校に通えず、勉強したくて
も勉強できない環境にいたことを前提とした上で、
今自分たちが学校に通い、思う存分学べる環境が
整っていることに感謝しなければならないと強く感
じました。広島市の学生として被爆体験のお話を
ありがたいことにたくさん聞く機会を頂いています
が、やはりどのお話を聞いても怖くて恐ろしくて居
たたまれない気持ちになります。年月が経てば経つ
ほど被爆体験を語ることができる被爆者の方は減っ
ていくし、全く原爆のことを知らない子どもが増え
ていくからこそ戦争の頃の方たちの努力を途切らせ
ることなく、今できることを精一杯やっていく必要
があると思いました。まだ学生である私は「平和を
実現する」という大きなことより「今日会えた友達
と明日も会えることが当たり前のままでありますよ
うに」という小さな平和から祈って生きて行こうと
考えました。

講師　市女23期　綿岡智津子さん長女　岩田　美穂　様

平 和 教 育 講 演 会 が 開 催されました
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事事務務局局よよりり  
 
第第 4499回回広広島島市市立立第第一一高高等等女女学学校校職職員員生生徒徒原原爆爆死死没没者者慰慰霊霊式式典典・・第第 4455回回舟舟入入・・市市女女同同

窓窓会会総総会会のの案案内内、、並並びびにに会会費費のの納納入入ににつついいてて((おお知知ららせせととおお願願いい))  
  
１１  今今年年度度のの広広島島市市立立第第一一高高等等女女学学校校職職員員生生徒徒原原爆爆死死没没者者慰慰霊霊式式典典とと来来年年度度のの案案内内ににつついいてて  
平素より、同窓会活動にご理解、ご協力ありがとうございます。 

 本年度の第 48回市女職員生徒原爆死没者慰霊式典は、3年続いた慰霊献花会から従来の
形式の慰霊式典に戻し、8月 6日（火）9時 30分より開催いたしました。慰霊部並びに担
当期（舟入 38期）の皆さんのおかげで多数の皆様に参列いただき、無事終えることができ
ました。来年度の第 49 回広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典も今年度
同様の形式で開催する予定にしております。 
第 44 回舟入・市女同窓会総会も、8 月 10 日(土)にリーガロイヤルホテル広島にて開催
し、190 名の皆様に出席していただきました。来年度は下記の通り実施する予定ですので
多数ご参加ください。 

 
《第 49回広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典》   
  実施日時 2025年 8月 6日（水） 9時 30分～ 
  実施場所 中区中島町 平和大橋西詰 
  担  当 慰霊部、舟入 39期 
 
《第 45回舟入・市女同窓会総会》 
  実施日時 2025年 8月開催予定 
  実施会場 未定 
 ※詳細は舟入・市女同窓会 HP等でご確認いただくか、事務局にお問い合わせください。 
 
２２  当当番番幹幹事事ににつついいてて  
 2021 年 10 月 15 日に改正された同窓会規約により、広島市高等女学校・広島市立舟入
高等学校同窓会総会は広島市立舟入高等学校卒業 18年目と 19年目の期が幹事となること
になりました。直近の幹事は次の通りとなりますので、準備及び取り組みをよろしくお願

いいたします。 
 2024年度 あかしや担当 舟入 58期  総    会担当 舟入 57期 
 2025年度 あかしや担当 舟入 59期  総    会担当 舟入 58期 
 2026年度 あかしや担当 舟入 60期  総  会担当 舟入 59期 
 2027年度 あかしや担当 舟入 61期  総  会担当 舟入 60期 
 2028年度 あかしや担当 舟入 62期  総  会担当 舟入 61期 
 
 
 
 

FOB（舟入異業種交流会）について教えて！！
舟入48期　佐々木　一

SNSが主流の今、
人と人との出逢いを

FOB FacebookFOB Instagram
参加お申込み・お問い合わせ
FOB事務局 杉本里栄（46期）

f-fob@ninus.ocn.ne.jp

次次回回FOB開開催催はは令令和和5年年11月月21日日㈫㈫ 19時時～～
令令和和6年年 2月月 20日日㈫㈫ 19時時〜

覗いてみんさい！

SNSが主流の今、
人と人との出逢いを

FOB FacebookFOB Instagram
参加お申込み・お問い合わせ
FOB事務局 杉本里栄（46期）

f-fob@ninus.ocn.ne.jp

次次回回FOB開開催催はは令令和和5年年11月月21日日㈫㈫ 19時時～～
令令和和6年年 2月月 20日日㈫㈫ 19時時〜

覗いてみんさい！

Facebook Instagram

ＦＯＢ（舟入異業種交流会）について教えて！！
ＦＯＢについてよくある質問をまとめました。

ＦＯＢを知れば、あなたも仲間に入りたくなる！

舟入４８期　佐々木　一 

ＦＯＢって何ですか？

舟入高校ＯＢ・ＯＧで作る異業種交流会の略称です。

2008年に発足され、本年17年目を迎えております。

どんな方が参加されていますか？

年齢層は30代から60代を中心に幅広く、毎回30名程度の参加者があ

ります。

職業の業種も様々で、卒業後、いろんな場で活躍されている同窓生と

交流を図る事ができます。

参加資格はありますか？

舟入高校卒業生であること！ただそれだけ。

年齢、性別、職業は問いません。

現在、一緒にFOBを盛り上げていただける方を募集していますので、

皆様のご参加をお待ちしております。

どんな活動をしていますか？

美味しい食事を囲んでの定例会（2月・5月・7月・11月）、ミニ講演会や意見交換・ゴ

ルフ・カープ観戦など楽しいイベントが盛りだくさんです。また企業や仕事のPRをす

る機会もあります。

舟入高校卒業生という共通点から様々な年代・業種の方と繋がる事ができます。

第第60回回定定例例会会予予定定

2024年11月19日（火）19:00～

参参加加おお申申込込みみ・・おお問問合合わわせせ

FOB事務局 杉本里栄（舟入46期）
f-fob@ninus.ocn.ne.jp

国際ホテルさんでの

最後の定例会(２月)
乾杯～🍺🍺🍺🍺 ミニ講演会(５月)

講演者はHFMアナウンサー舟入58期

神原隆秀氏

Facebook Instagram

ＦＯＢ（舟入異業種交流会）について教えて！！
ＦＯＢについてよくある質問をまとめました。

ＦＯＢを知れば、あなたも仲間に入りたくなる！

舟入４８期　佐々木　一 

ＦＯＢって何ですか？

舟入高校ＯＢ・ＯＧで作る異業種交流会の略称です。

2008年に発足され、本年17年目を迎えております。

どんな方が参加されていますか？

年齢層は30代から60代を中心に幅広く、毎回30名程度の参加者があ

ります。

職業の業種も様々で、卒業後、いろんな場で活躍されている同窓生と

交流を図る事ができます。

参加資格はありますか？

舟入高校卒業生であること！ただそれだけ。

年齢、性別、職業は問いません。

現在、一緒にFOBを盛り上げていただける方を募集していますので、

皆様のご参加をお待ちしております。

どんな活動をしていますか？

美味しい食事を囲んでの定例会（2月・5月・7月・11月）、ミニ講演会や意見交換・ゴ

ルフ・カープ観戦など楽しいイベントが盛りだくさんです。また企業や仕事のPRをす

る機会もあります。

舟入高校卒業生という共通点から様々な年代・業種の方と繋がる事ができます。

第第60回回定定例例会会予予定定

2024年11月19日（火）19:00～

参参加加おお申申込込みみ・・おお問問合合わわせせ

FOB事務局 杉本里栄（舟入46期）
f-fob@ninus.ocn.ne.jp

国際ホテルさんでの

最後の定例会(２月)
乾杯～🍺🍺🍺🍺 ミニ講演会(５月)

講演者はHFMアナウンサー舟入58期

神原隆秀氏
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事事務務局局よよりり  
 
第第 4499回回広広島島市市立立第第一一高高等等女女学学校校職職員員生生徒徒原原爆爆死死没没者者慰慰霊霊式式典典・・第第 4455回回舟舟入入・・市市女女同同
窓窓会会総総会会のの案案内内、、並並びびにに会会費費のの納納入入ににつついいてて((おお知知ららせせととおお願願いい))  
  
１１  今今年年度度のの広広島島市市立立第第一一高高等等女女学学校校職職員員生生徒徒原原爆爆死死没没者者慰慰霊霊式式典典とと来来年年度度のの案案内内ににつついいてて  
平素より、同窓会活動にご理解、ご協力ありがとうございます。 

 本年度の第 48回市女職員生徒原爆死没者慰霊式典は、3年続いた慰霊献花会から従来の
形式の慰霊式典に戻し、8月 6日（火）9時 30分より開催いたしました。慰霊部並びに担
当期（舟入 38期）の皆さんのおかげで多数の皆様に参列いただき、無事終えることができ
ました。来年度の第 49 回広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典も今年度
同様の形式で開催する予定にしております。 
第 44 回舟入・市女同窓会総会も、8 月 10 日(土)にリーガロイヤルホテル広島にて開催
し、190 名の皆様に出席していただきました。来年度は下記の通り実施する予定ですので
多数ご参加ください。 

 
《第 49回広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典》   
  実施日時 2025年 8月 6日（水） 9時 30分～ 
  実施場所 中区中島町 平和大橋西詰 
  担  当 慰霊部、舟入 39期 
 
《第 45回舟入・市女同窓会総会》 
  実施日時 2025年 8月開催予定 
  実施会場 未定 
 ※詳細は舟入・市女同窓会 HP等でご確認いただくか、事務局にお問い合わせください。 
 
２２  当当番番幹幹事事ににつついいてて  
 2021 年 10 月 15 日に改正された同窓会規約により、広島市高等女学校・広島市立舟入
高等学校同窓会総会は広島市立舟入高等学校卒業 18年目と 19年目の期が幹事となること
になりました。直近の幹事は次の通りとなりますので、準備及び取り組みをよろしくお願

いいたします。 
 2024年度 あかしや担当 舟入 58期  総    会担当 舟入 57期 
 2025年度 あかしや担当 舟入 59期  総    会担当 舟入 58期 
 2026年度 あかしや担当 舟入 60期  総  会担当 舟入 59期 
 2027年度 あかしや担当 舟入 61期  総  会担当 舟入 60期 
 2028年度 あかしや担当 舟入 62期  総  会担当 舟入 61期 
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３３  会会費費のの納納入入ににつついいてて    
 昨年度も多くの皆様より年会費のご支援をいただきありがとうございました。皆様から

の年会費は「あかしや」p.32の会計報告の通り、現役生徒の支援や、同窓会の活動資金と
して活用させていただいております。2021年度より年会費は 1口 2,000円以上となってお
りますのでご協力よろしくお願いします。尚、広島市立舟入高等学校を卒業して新会員に

なられた方は、卒業時に同窓会入会金 1,000円及び 9年分の年会費 9,000円をすでに納入
していただいておりますので、卒業後 10年目より年会費の納入をお願いいたします。期ご
とにまとめて納入していただくことも可能で、その期納入の場合は2024年より1口50,000
円以上とさせていただいております。（会計年度は、2024年 7月～2025年 6月末日です。） 
振り込み先 舟入・市女同窓会 ゆうちょ銀行 口座記号・番号 01390－9－9571 
 
※ 住所変更、連絡等がありましたら、「あかしや」p.26の様式に従って、舟入・市女同
窓会事務局までご一報ください。毎週月・金（祝日は除く）の 13 時～17 時まで事務局
員がいます。 

 

舟入・市女同窓会事務局　TEL/FAX：082-532-9633
E-mail：funairi-ichijo-dosokai@diamond.broba.cc

毎週月・金（祝日を除く）の13：00～17：00まで事務局員がいます。

ふりがな
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広島市高等女学校・
広島市立舟入高等学校同窓会　規約

第１章　総　　則
第１条　�本会は広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会と称す

る。（略称は舟入・市女同窓会とする。）
第２条　�本会は会員相互の親睦、社会貢献を図り、母校の発展向上に寄

与することを目的とする。
第３条　�本会の事務局は、〒730-0847　広島市中区舟入南1-4-4　広島市

立舟入高等学校内に置く。
第４条　�会員が多数存在する地域又は多数勤務する職域に代表委員会の

承認を得て、本会の支部を置くことができる。

第２章　会員及び客員
第５条　本会は下記会員及び客員をもって組織する。
　　　　１　正 会 員　�広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校の卒

業生及びその中途退学者で同期代表委員の推薦
を経て会長が承認した者

　　　　２　特別会員　母校現職員
　　　　３　客　　員　母校旧職員

第３章　事　　業
第６条　本会は下記の事業を行う。
　　　　１　会員の名簿の管理及び会報の発行
　　　　２　会員相互の親睦、社会貢献を図るための事業
　　　　３　母校の発展向上に寄与する事業
　　　　４　その他本会の目的を果たすために必要な事業

第４章　役　　員
第７条　本会に下記の役員を置く。選出方法は下記のとおりとする。
　　　　１　名誉会長　会長が推薦し代表委員会で承認を受ける。
　　　　２　会　　長　１名　正会員の公選とする。
　　　　３　副 会 長　�３名を正会員より選出する。
　　　　４　理　　事　�30名を限度とし、会長が推薦し、代表委員会で

承認する。理事は原則として代表委員を兼務で
きない。

　　　　５　常任理事　�若干名　必要に応じて理事の中から会長が推薦
し、代表委員会で承認される。

　　　　６　代表委員・副代表委員
　　　　　　　　　　　各期各１名を各年度正会員より互選する。
　　　　７　会計監査　２名を正会員より選出する。
　　　　８　会　　計　理事より互選する。
　　　　９　顧　　問　�若干名　正会員の中から会長が推薦し、代表委

員会で承認を受ける。
第８条　役員の任務は下記のとおりとする。
　　　　１　名誉会長　事業の企画執行に当たり経験を具申する。
　　　　２　会　　長　本会を代表し、会務を統括する。
　　　　３　副 会 長　�会長を補佐し、会長に事故ある時はその任務を

代行する。
　　　　４　理　　事　�理事会を構成し、代表委員会の決議した範囲内で

本会の事業の企画及びその執行にあたる。
　　　　５　代表委員　�代表委員会を構成し、予算、決算、役員の選出

及び会務全般について審議する。
　　　　６　会計監査　本会会計の監査にあたる。
　　　　７　会　　計　本会の会計を担当する。
　　　　８　顧　　問　�会長の諮問に応じ、会務に関して意見を述べ

る。
第９条　�役員の任務は１年とし、再任を妨げない。期間は就任の時から

次の総会までとする。

第５章　機　　関
第10条　本会に下記の期間を置く。
　　　　１　総　　会　�正会員をもって構成し、毎年１回会長がこれを

招集し、規約の改正、事業予算及び決算の承
認、役員選出及び承認を付議する。総会を招集
することが困難な場合には、代表委員会をもっ
てこれに代えることができる。

　　　　２　執行部会　�会長、副会長及び顧問会代表と事業執行におい
て必要と認めるものをもって構成し、事業企画
を理事会に提案する。

　　　　３　理 事 会　�会長、副会長及び理事をもって構成し、本会の
事業の計画及びその執行にあたる。議長は会長
をもってあてる。

　　　　４　部　　会　�理事会には、慰霊部会、総会・広報部会、総務
部会を置き、事業の執行を円滑にする。

　　　　５　代表委員会　�予算、決算、役員の選出及び会務全般について
審議する。

　　　　６　�顧 問 会　��会長、副会長、事務局長、顧問をもって構成し
会務に対し意見を具申する。

　　　　７　�本条１～６に定める機関による議決事項は、出席者の多数
決により決定する。

第６章　会　　計
第11条　�正会員は、卒業10年目から会費として毎年１口2,000円以上を同窓

会会費として納入するものとし、会費は代表委員会の決議により
変更できる。但し、市女会員の会費の徴収は行わない。

第12条　�新卒業生は、入会と同時に入会金1,000円及び入会後９年分の会
費として9,000円を納入しなければならない。

第13条　本会運営に関する経費は次のものをもってあてる。

　　　　１　入会金　　２　年会費　　３　寄付金　　４　その他
第14条　会計年度は毎年７月１日から翌年６月30日までとする。

附　則
本契約は昭和53年８月13日合併によりこれを施行する。
昭和55年８月16日一部改正
昭和57年８月21日一部改正
平成６年８月20日一部改正
平成16年８月21日一部改正（第14条　会計年度）
平成19年８月18日一部改正（第12条　平成22年３月卒業生より施行）
平成22年３月29日一部改正（第10条　執行部会、顧問会新設）
平成27年７月13日一部改正（�第６条　字句削除　第７条　第８条　名誉

会長追加）
平成28年12月７日一部改正（�第７条　第８条の名誉会長を１に繰り上げ

以下を繰り下げとする）
平成31年３月18日一部改正（�第７条　３副会長選出　若干名を、市女１

名、舟入３名に、変更
　　　　　　　　　　　　　�第７条５　第10条４を追加し、以下を繰り

下げとする。）
令和２年５月１日一部改正（�第11条　但し、市女会員の会費の徴収は行

わない。を追加）
令和３年10月15日一部改正（�第７条７　会計監査　２名　正会員より選

出する。
　　　　　　　　　　　　　�第11条　正会員は、会費として毎年一口

（1,000円）以上を正会員は卒業後10年目か
ら毎年１口（2,000円）以上、とする）

　　　　　　　　　　　　（�第12条、入会後、10年目からは、毎年１口
（1,000円）以上を同窓会会費として納入す
る、を削除）

令和６年７月12日一部改正（�第７条　３　副会長　市女１名、舟入３名
を正会員より選出する。を、３名を正会員
より選出する。とする

　　　　　　　　　　　　（�第７条　７　会計監査　２名　正会員より
選出する。を、会計監査　２名を正会員よ
り選出する。とする）

広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者
慰霊式典実施細則

広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第６条４に規定す
る、その他本会の目的を果たすために必要な事業として広島市立第一高
等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典を行いその実施に関して下記のと
おり定める。
第１条　�毎年８月６日、広島市中区中島町平和大橋西詰、市女慰霊碑前

に於いて行う。
第２条　�慰霊部会及び広島市立舟入高校卒業37年目の期が担当する。
令和６年７月12日（�第１条　毎年８月６日午前10時より、を、毎年８月

６日、に変更する）

役員運営細則
広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第７条３に規定す
る副会長に関して、下記の通り定める。
第１条　副会長の選出方法及び任務は以下のとおりとする。
　　　　１　�正会員卒業36年目、37年目、38年目の期の代表者とする。
　　　　２　�任務は、卒業36年目副会長は総会・広報部会長、37年目副

会長は慰霊部会長、38年目副会長は総務部会長となり、原
則として理事、代表委員を兼務できない。

　　　　３　任期は３年とする。
令和６年７月12日（�第１条　１　選出方法は、市女は正会員の公選と

し、舟入は卒業36年目、37年目、38年目の期の代表
者とする。を、正会員卒業36年目、37年目、38年目
の期の代表者とする。とする。）

　　　　　　　　（�２　任務は、市女副会長は市女総括、舟入副会長は
卒業36年目は総会・広報部会長、37年目は慰霊部会
長、38年目は総務部会長となり、原則として理事、
代表委員を兼務できない。を、卒業36年目副会長は
総会・広報部会長、37年目副会長は慰霊部会長、38
年目副会長は総務部会長となり、原則として理事、
代表委員を兼務できない）

　　　　　　　　（�３　任期は舟入副会長は３年とし、市女副会長は特に
設けない。を、任期は３年とする。とする。）

広島市高等女学校・
広島市立舟入高等学校同窓会総会実施細則

広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第10条１に規定す
る広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会総会の実施に関し
て、下記のとおり定める。
第１条　毎年８月に行う。
第２条　�総会・広報部の指導助言のもと、広島市立舟入高校卒業18年目

と19年目の期が幹事となる。

機関運営細則
広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第10条４に規定す
る部会に関して、下記のとおり定める。
第１条　理事はいずれかの部会に所属し、下記の事業を行う。
　　　　１　�総会・広報部会は、総会当番幹事支援事業、舟入祭等母校

支援事業、広報誌「あかしや」制作支援事業を行う。
　　　　２　�慰霊部会は、慰霊式典の実施事業、慰霊碑維持管理事業、

慰霊の記「証」制作事業、その他慰霊に関する事業を行
う。
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　　　　３　�総務部会は、会費徴収事業、代表委員活性化事業、OB講演
会開催事業、ホームページ作成事業、名簿整理事業を行う。

事務局運営細則
広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第３条に規定する
事務局の運営に関して、下記のとおり定める。
第１条　�事務局に事務局長（１名）、事務局員（若干名）を置くことが

できる。
第２条　事務局長、事務局員の選出方法は下記のとおりとする。
　　　　１　事務局長　正会員の中から会長が委嘱する。
　　　　２　事務局員　事務局長が推薦し、会長が委嘱する。
第３条　事務局長、事務局員の任務は下記のとおりとする。　
　　　　１　�事務局長　会長の指示により、本会の運営に必要な総務を

担当する。
　　　　２　�事務局員　事務局長を補佐し、事務局長に事故あるときは

その任務を代行する。
第４条　事務局長及び事務局員の任期は１年とし、再任を妨げない。
第５条　�事務局長、事務局員の報酬は作業に応じ交通費を含め会長が決

定し理事会の議を経る。

特殊作業運営細則
第１条　�会計担当者の報酬は、作業内容交通費を含め会長が事務局長と

協議決定し理事会の議を経る。
第２条　�会員ファイルメーカー変更作業及びホームページ変更作業担当

者の報酬は作業内容及び交通費を含め会長が事務局長と協議決
定し理事会の議を経る。

助成金運営細則
第１条　�同期会の活動を活性化する目的で次の要件を満たした期に助成

金を支給する。
第２条　�同窓会総会の当番幹事の活動を円滑にするため、当番幹事にな

る前年もしくはそれまでの年に申請があれば、同期会の立ち上
げ奨励費用として１回限り10万円を助成する。

第３条　�舟入同期会において、申請があれば金３万円を助成する。（複
数回可）

　　　　１　�但し、申請までに継続的に３年以上同窓会に３万円以上同
窓会会費を納入している期に限る。

　　　　２　�助成金を受けた年より５年以上経過しなければ次の助成金
を受けることは出来ないものとする。

第４条　�支部総会において開催に当たり申請があれば金３万円を助成する。

第５条　�前第２条、第３条の助成金を受けようとする期は、代表委員が
助成金交付申請書を同期会開催予定日の１か月以上前に舟入・
市女同窓会会長に提出しなければならない。

第６条　交付は理事会の議を経るものとする。
第７条　�本細則の改廃は、舟入・市女同窓会理事会を経て舟入・市女同

窓会代表委員会の承認を得なければならない。

附　則
本細則は、舟入・市女同窓会代表委員会の承認のあった日から施行す
る。
平成17年４月22日施行、尚これまでの助成金に関する同様な細則は廃止
する。
平成24年２月24日一部改正（支部助成金第４条を挿入）
平成27年７月13日一部改正（事務局運営細則、特殊作業運営細則）
平成27年10月19日一部改正（�事務局運営細則第５条、特殊作業運営細則

１，２条理事会の議を追加）
平成28年10月７日一部改正（�助成金運営細則第４条、２万円を３万円に

改正）
平成31年３月18日一部改正（�広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没

者慰霊式典実施細則、役員運営細則、広島
市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓
会総会実施細則、機関運営細則を追加。助
成金運営細則第５条　市女の方々への助成
金については従来通り市女勘定にて対応す
る。を削除し以下を繰り上げる）

令和２年５月１日一部改正（�機関運営細則第１条の１と２の順番を入れ
替える。）

令和２年５月１日一部改正、令和２年８月７日施行
　　　　　　　　　　　　（�広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没

者慰霊式典実施細則の第２条の卒業期を37
年目の期に改正、役員運営細則第１条２舟
入副会長は卒業36年目は慰霊部部長、37年
目は総会・広報部部長、を　舟入副会長は
卒業36年目は総会・広報部会長、37年目は
慰霊部会長、に改正）

令和３年10月15日一部改正（�広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校
同窓会総会実施細則の第２条の広島市立舟
入高校卒業18年目の期が幹事となる。を　
広島市立舟入高校卒業18年目と19年目の期
が幹事となる。とする。）

2024（令和6）年度　広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会（略称 舟入・市女同窓会）組織図
運営期間（2024年8月10日～ 2025年8月総会開催日前日）総会から次の総会前日まで

アドバイザー
理事・豊島俊彦（舟14）

理事・佐伯直之（舟22）

会　　計
理事・本部会計　槇田　昌子（舟43）

代表委員会
各期代表による会務の審議

理   事  会

慰　霊　部　会総　務　部　会 総 会・広 報 部 会

佐々木　誠（舟39）

・代表委員活性化 
・OB講演会開催業務
・ホームページ、名簿整備
・会費徴収

・慰霊式典の実施
・慰霊碑維持管理
・慰霊の記「証」制作
・その他慰霊に関する事項

・総会当番幹事支援
・舟入祭等母校支援事業
・広報誌制作支援業務

会　計　監　査
一久保　直也（舟54）

原田　桂子　（舟28）

関西支部［支部長・来海　素存（舟22）］

東京支部［支部長・堀口　幸範（舟21）］

顧　問　会
会務に意見具申

加藤　八千代（市23）

市女統括

理事下線者6名は常任
総会・広報部会（3）

慰霊部会（3）

理事･事務局長
住田　恒三（舟27）

HP・名簿管理システム更新
理事　毛利　武雄（舟47）

事　務　局

市　女　関　係

名誉会長　今西　和男（舟10期）

会  長  市本　秀則（舟29期）
同窓会代表・会務統括

代表顧問
国本　武基（舟11）

顧　問
長見　雅美（舟07）
市川　博彬（舟10）
濱井　秀敏（舟12）
田丸　直文（舟15）
島　　友昭（舟16）
川口　　覚（舟17）
堀口　照幸（舟18）
金子　敏郎（舟19）
河野　保雄（舟22）
折本　浩一（舟23）
砂原　　宏（舟24）
高　　義和（舟25）

顧問会事務局長
橋本　光正（舟26）

総務部会
豊島　俊彦　（舟14）
野間　二郎　（舟16）
大石　博美　（舟18）
佐伯　直之　（舟22）
池田　雅之　（舟23）
伊藤　　博　（舟28）
田原　　実　（舟35）
槇田　昌子　（舟43）

理事の役割：事業の執行・実施   
　　　　　 全理事で対応が基本

総会・広報部会
鎌田　健吾　（舟43）
福田　光剛　（舟44）
寺本　早苗　（舟45）
杉本　里栄　（舟46）
毛利　武雄　（舟47）
栗栖　正行　（舟48）
高田　佳一郎（舟49）
金澤　祐介　（舟51）

執行部会
会長・副会長・顧問代表

会計・事務局長

中村　久実子（舟19）
松田　俊一郎（舟22）
荒川　宣昭　（舟26）
矢野　晴夫　（舟30）
福岡　美鈴　（舟30）
田中　豊稔　（舟31）
山野井　孝満（舟31）
小波石　昭枝（舟31）
山下　知生　（舟31）

小林　　光　（舟32）
市原　直美　（舟34）
永田　信治　（舟35）
灘波　美和　（舟35）
小松　　強　（舟36）
新谷　益啓　（舟37）
佐々木　聡　（舟39）

慰霊部会

白川　博俊（舟40）熊谷　栄一（舟38）
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 2023年度　事業実施・関連参加・会議開催内容状況（2023年8月12日～2024年総会開催前日）

開 催 日 事業内容 実 施 内 容
８月12日 第43回 総会開催 ８月12日（土）16時より、リーガロイヤルホテル広島にて開催（156名出席）
９月12日 舟入高校体育祭 コロナ禍が明け、従来通りの形式で開催されたが、平日開催のため来賓としては参加せず

９月29日 第１回執行部会 於：わらや
小松副会長の送別、及び　同窓会東京支部の新支部長に堀口幸範さん（舟入21期）を決定する

10月14日 千田保育園運動会 於：千田保育園隣接公園　
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、１・２・３歳と４・５歳の二部で分散開催された

11月９日 同窓生による講演会
同窓生による講演会が実施された
講師　河村綾奈氏（RCCアナウンサー　舟入61期）
演題　「アナウンサーという仕事」

12月18日 第１回慰霊部会

於：舟入高校ミーティングルーム　19：00～20：00
１　2022年度会計報告
２　第48回広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典の開催について
　　従来の形式戻した前年度の内容を更に進める開催に向けて、慰霊部を中心に取り組む
　　「継承」に重点を置き、現役生徒の関りを深める
3　2025年８月６日に被爆80周年「証」を改訂するための編集委員について
4　市女動員資料の保存事業とその費用について

１月26日 第２回執行部会

於：舟入高校ミーティングルーム
１　第44回舟入・市女同窓会総会の開催について
　　2024年８月10日（土）　16：00～　リーガロイヤルホテル広島を仮押さえ
　　当番幹事（舟入57期）と総会・広報部会で開催に向けて準備する
２　第48回広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典の開催について
　　慰霊部・二葉会・舟入38期を中心に取り組みを進める
　　特に、「継承」に重点を置き、現役生徒の関りを深める
３　あかしや2024　vol.54の発行　当番幹事（舟入58期）を中心に取り組む
４　市女動員データのデジタルデータ化及び製本　1,496,000円（市からの援助と慰霊部で）
５　被爆80周年「証」の改定に向けて
　　2025年８月６日の出版に向け、編集委員会を立ち上げる
６　2024年度卒業生による講演会
７　年会費の納入状況
８　東京支部の再開（支部長　舟入21期堀口幸範氏）
９　マイ・ハート・コンサートへのプログラム広告支援

３月４日 第１回理事会

於：舟入高校ミーティングルーム
１　第44回舟入・市女同窓会総会の開催について
　　2024年８月10日（土）　16：00～　リーガロイヤルホテル広島を仮押さえ
　　当番幹事（舟入57期）と総会・広報部会で開催に向けて準備する
２　第48回広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典の開催について
　　慰霊部・二葉会・舟入38期を中心に取り組みを進める
　　特に、「継承」に重点を置き、現役生徒の関りを深める
３　あかしや2024　vol.54の発行　当番幹事（舟入58期）を中心に取り組む
４　市女動員データのデジタルデータ化及び製本　1,496,000円（市からの援助と慰霊部で）
５　被爆80周年「証」の改定に向けて
　　2025年８月６日の出版に向け、編集委員会を立ち上げる
６　2024年度卒業生による講演会
７　年会費の納入状況：期納入を30,000円から50,000円に変更（代表委員会で議決し、規約変更）
８　東京支部の再開（支部長　舟入21期堀口幸範氏）
９　マイ・ハート・コンサートへのプログラム広告支援

３月13日 75期卒業生
同窓会入会式

於：舟入高校アカシヤホール　13：30～
１　開式の言葉
２　同窓会長挨拶・活動内容の紹介
３　第75期同窓会委員紹介・代表挨拶
４　諸連絡
５　閉式の言葉
於：舟入高校書道教室　２月21日（金）　13：00～
同窓会入会式事前打ち合わせ会
代表（川端　雛花さん）・副代表（柳川　葵さん）の決定
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開 催 日 事業内容 実 施 内 容

３月14日 第75期生 卒業式
於：舟入高校アカシヤホール　10：00～
第75期卒業生は314名　教職員、保護者参列
副会長が来賓として出席

３月22日 第１回代表委員会

於：舟入高校国際コミュニケーションホール　19：00～20：00
１　第44回総会の開催について
　　総会・広報部、当番幹事（舟入57期） を中心に取り組む
　　2024年８月10日（土）16：00～　リーガロイヤルホテル広島
　　担当幹事：舟入57期（代表　尾津　愛美）　総会・広報部会
　　会費：8,000円（大皿サービス）７月12日の代表委員会にて、参加者の確認、チケット配布
２　第48回広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典の開催について
　　開催日時：2024（令和６）年８月６日（火）９：30開式
　　�従来の形式で開催　追悼の言葉　放送部による司会・手記の朗読　吹奏楽部による校歌演奏　音楽

部による合唱　生徒会による進行援助
３　同窓会会報　あかしや　2024　vol.54の発行について
　　担当幹事：舟入58期（代表　稲村　円）８月末までに原稿収集、10月を目途に出版する
４　市女動員資料の保存について
　　市からの支援を活用して、写真データ化及び製本化
５　卒業生による講演会について
　　講演者を探しています
６　被爆80周年「証」の発行について
　　市からの支援を活用して、2025年８月６日を目途に発行予定　発行委員会を立ち上げた
７　年会費の納入状況
　　�個人納入と期納入のバランスをとるために、期納入額を30,000円から50,000円に増額（第２回代

表委員会で決定）
８　舟入祭（６月15日・土）への参加
９　東京支部の再スタートについて　支部長　堀口幸範氏（舟入21期）
10　マイ・ハート・コンサートへの広告支援

４月９日 舟入高校（第78期生）
入学式

於：舟入高校アカシヤホール　10：00～
第78期入学生は320名　教職員、保護者参列
会長・副会長が来賓として出席

４月27日 顧　問　会 於：ひろしま国際ホテル　12：00～　11名参加

５月16日 平和教育講演会
於：アカシヤホール　14：20～15：10
第１学年を対象とした、岩田　美穂さん（「いわたくんちのおばあちゃん」の市女23期綿岡智津子さんの
長女　市女27期綿岡香代子さんの姪）による講演会が開催される。

５月20日 第３回執行部会

於：舟入高校ミーティングルーム
１　第44回舟入・市女同窓会総会の開催について
　　2024年８月10日（土）　16：00～　リーガロイヤルホテル広島を仮押さえ
　　当番幹事（舟入57期）と総会・広報部会で開催に向けて準備する
２　第48回広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典の開催について
　　慰霊部・二葉会・舟入38期を中心に取り組みを進める
　　特に、「継承」に重点を置き、現役生徒の関りを深める
３　あかしや2024　vol.54の発行　当番幹事（舟入58期）を中心に取り組む
４　市女動員データのデジタルデータ化及び製本完了　1,496,000円（市からの援助と慰霊部で）
５　被爆80周年「証」の改定に向けて
　　2025年８月６日の出版に向け、編集委員会を立ち上げる
６　2024年度卒業生による講演会
７　年会費の納入状況：期納入を30,000円から50,000円に変更（代表委員会で議決）
８　規約の改正

30



開 催 日 事業内容 実 施 内 容

６月３日 第２回理事会

於：舟入高校ミーティングルーム
１　第44回舟入・市女同窓会総会の開催について
　　2024年８月10日（土）　16：00～　リーガロイヤルホテル広島を仮押さえ
　　当番幹事（舟入57期）と総会・広報部会で開催に向けて準備する
２　第48回広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典の開催について
　　慰霊部・二葉会・舟入38期を中心に取り組みを進める
　　特に、「継承」に重点を置き、現役生徒の関りを深める
３　あかしや2024　vol.54の発行　当番幹事（舟入58期）を中心に取り組む
４　市女動員データのデジタルデータ化及び製本完了　1,496,000円（市からの援助と慰霊部で）
５　被爆80周年「証」の改定に向けて
　　2025年８月６日の出版に向け、編集委員会を立ち上げる
６　2024年度卒業生による講演会
７　年会費の納入状況：期納入を30,000円から50,000円に変更（代表委員会で議決）
８　規約の改正

６月15日 舟　入　祭 一般公開され、同窓会として参加

６月15日 関西支部総会 12時から15時　ホテル阪急レスパイア大阪にて開催
事務局長が参加

７月８日 第２回慰霊部会

於：舟入高校ミーティングルーム　19：00～20：00
2023年度の慰霊式典（８月６日・火 ９時30分開式）について
従来型の慰霊式典に戻す　
昨年度との相違点　１　追悼の言葉
　　　　　　　　　２　放送部による司会・手記の朗読
　　　　　　　　　３　吹奏楽部による演奏
　　　　　　　　　４　音楽部による合唱
　　　　　　　　　５　生徒会による進行援助
事前準備　８月３日（土）　５日（月）９時より直前清掃

７月12日 第３回代表委員会

於：舟入高校ミーティングルーム
１　第44回舟入・市女同窓会総会の開催について
　　2024年８月10日（土）　16：00～　リーガロイヤルホテル広島にて開催
　　当番幹事（舟入57期）と総会・広報部会で開催に向けて準備する
２　第48回広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典の開催について
　　慰霊部・二葉会・舟入38期を中心に取り組みを進める
　　特に、「継承」に重点を置き、現役生徒の関りを深める
３　あかしや2024　vol.54の発行　当番幹事（舟入58期）を中心に取り組む
４　市女動員データのデジタルデータ化及び製本完了　1,496,000円（市からの援助と慰霊部で）
５　被爆80周年「証」の改定に向けて
　　2025年８月６日の出版に向け、編集委員会を立ち上げる
６　2024年度卒業生による講演会
７　年会費の納入状況：期納入を30,000円から50,000円に変更（代表委員会で議決）
８　規約の改正

東京支部総会 中止

７月12日 会計打合せ
於：ミーティングルーム　15：00～
槇田会計・住田事務局長・豊島アドバイザー　
決算書作成

７月19日 会計監査 於：ミーティングルーム　　15時30分～　
久笠　信夫会計監査、原田　桂子会計監査を迎え　会計監査

７月22日 第３回理事会

於：舟入高校ミーティングルーム
2024年度予算案について
慰霊式典協力金を70,000円を600,000円に増額し、従来の慰霊式典を継続させる

「証」製作費を2,000,000円とする

慰霊式典関係 ８月３日・５日　直前清掃・準備　9：00～
８月６日　慰霊式典（従来の形式に戻して）９：30～11：00

８月10日 同窓会第44回総会 第44回総会は2024年８月10日（土）16時より、リーガロイヤルホテル広島にて199名参加で開催
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(2024年8月11日～2025年総会会開催日まで）

４４　　母母校校・・同同期期会会等等へへのの支支援援

（1）卒業記念品支援

（2）舟入高校行事参加（体育祭・舟入祭・入学式・卒業式等）

（3）同期会立ち上げ、支部総会、記念同期会開催等助成金

（4）ＯＢ講演会開催（年１回）

（5）関西・東京支部行事への参加

（6）平和教育への協力（入学時「証」配布等）

（7）同窓会周知・広報活動（新会員入会式・あかしや配布）

ⅡⅡ　　　　平平　　成成　　2233　　年年　　度度　　収収　　支支　　予予　　算算
　　　　収収　　入入

前前年年度度決決算算額額 予予算算額額 摘摘                        要要

11　　会会費費 55,,333322,,665588 55,,220000,,000000

年会費舟入 2,192,658 2,000,000 　舟入各同期会、個人会費納入

年会費市女 0 0 　市女各同期会、個人会費納入

新入会員会費 3,140,000 3,200,000 　第76期(320名）生入会費

２２　　総総会会 11,,116666,,000000 11,,220000,,000000

３３　　会会報報広広告告料料 11,,777711,,000000 11,,550000,,000000

４４　　会会報報製製作作協協力力金金 00 2200,,000000 　会報誌「あかしや」協力金

５５　　雑雑収収入入 441133,,118899 11,,000000 　寄付金、預金利息等

88,,668822,,884477 77,,992211,,000000

　　　　支支　　出出

前前年年度度決決算算額額 予予算算額額 摘摘                      要要

１１　　会会議議費費 11,,887788,,775588 11,,660000,,000000

総会開催費 1,807,830 1,500,000 　会場料等総会開催費用

会議費 70,928 100,000 　執行部会、代表委員会、理事会、顧問会、部会開催等費用

２２　　市市女女原原爆爆慰慰霊霊式式典典協協力力金金 7700,,000000 660000,,000000 　令和6年8月6日慰霊式典運営費協力金

３３　　同同窓窓会会活活動動周周知知・・広広報報費費 11,,008888,,553388 11,,222200,,000000
同窓会報制作費 972,170 1,000,000 　あかしや製作費（19、500部）住所判明会員送付分

ホームページ等運営費 113,600 120,000 　ホームページ組換え、名簿専用ＰＣ組換え修正費用

舟入祭出展費 2,768 100,000 　舟入祭（文化祭）出展ポスター制作費、会場設営費

４４　　母母校校・・同同期期会会等等支支援援４４  母母校校・・同同期期会会・・支支部部支支援援 11,,119999,,778800 11,,220000,,000000
舟入高校クラブ助成費 500,000 500,000 　クラブ活動助成金（中国大会・全国大会出場者）

卒業記念品代 200,000 200,000 　舟76期卒業生へ卒業記念品を贈呈

舟入高校支援費 100,000 100,000 　舟入祭、体育祭、教職員餞別

ＯＢ講演会謝礼金 20,000 30,000 　毎年1回開催

同期会助成金 310,000 300,000 　10万円（総会担当期立上げ）、3万円（記念同期会）

支部支援費 69,780 70,000 　関西支部、東京支部行事助成・支援費、総会出席費用

５５　　事事務務局局管管理理運運営営費費 33,,002299,,008800 33,,225500,,000000
事務局管理費 986,250 1,000,000 　事務局人件費（局員管理費・会報誌送付アルバイト料）

事務・機器購入費 598,490 600,000 　事務用品費、コピー用紙、機器購入料及び修理費

通信運搬費 1,258,730 1,500,000 　電話料、封書・会報誌宅配便料金等

諸　雑　費 185,610 150,000 　振込み手数料等

110000,,000000 110000,,000000

77　　千千田田保保育育園園7700周周年年記記念念事事業業 22,,000000,,000000 00 70周年記念事業支援費

88　　「「証証」」製製作作費費用用 00 22,,000000,,000000

99,,336666,,115566 99,,997700,,000000

   　収収　　支支

金金　　　　　　額額

2211,,229911,,550088

77,,992211,,000000

99,,997700,,000000

1199,,224422,,550088

　　収収　　　　　　　　入入

　　支支　　　　　　　　出出

次次期期繰繰越越額額

66　　被被爆爆8800周周年年誌誌「「証証」」改改訂訂

支支　　出出　　合合　　計計

区区分分

前前期期繰繰越越額額

ⅡⅡ　　22002244年年度度    予予算算　(会計年度　2024年7月1日～2025年6月30日）

区区　　　　分分

収収　　入入　　合合　　計計

区区　　　　分分

（４）執行部会（懸案事項発生時即応）

２２　　市市女女原原爆爆死死没没者者慰慰霊霊式式典典  88月月66日日（（88月月55日日清清掃掃））

３３　　理理事事にによよるる役役割割（（但但しし実実行行はは全全理理事事参参加加））　　

（１）総務部会（不在代表委員対策・講演会・会報送付）

（２）総会・広報部会（58・59期支援、舟入祭等母校支援）

（３）慰霊部会（慰霊式典にかかわるすべて）

ⅠⅠ　　22002244年年度度    事事業業計計画画
１１　　会会議議運運営営

（１）総会関係（総会8月、当番幹事56期）

（２）代表委員会（9，10、5、7月の4回）

（３）理事会（必要に応じ開催、代表委員会に提案）
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(2024年8月11日～2025年総会会開催日まで）

４４　　母母校校・・同同期期会会等等へへのの支支援援

（1）卒業記念品支援

（2）舟入高校行事参加（体育祭・舟入祭・入学式・卒業式等）

（3）同期会立ち上げ、支部総会、記念同期会開催等助成金

（4）ＯＢ講演会開催（年１回）

（5）関西・東京支部行事への参加

（6）平和教育への協力（入学時「証」配布等）

（7）同窓会周知・広報活動（新会員入会式・あかしや配布）

ⅡⅡ　　　　平平　　成成　　2233　　年年　　度度　　収収　　支支　　予予　　算算
　　　　収収　　入入

前前年年度度決決算算額額 予予算算額額 摘摘                        要要

11　　会会費費 55,,333322,,665588 55,,220000,,000000

年会費舟入 2,192,658 2,000,000 　舟入各同期会、個人会費納入

年会費市女 0 0 　市女各同期会、個人会費納入

新入会員会費 3,140,000 3,200,000 　第76期(320名）生入会費

２２　　総総会会 11,,116666,,000000 11,,220000,,000000

３３　　会会報報広広告告料料 11,,777711,,000000 11,,550000,,000000

４４　　会会報報製製作作協協力力金金 00 2200,,000000 　会報誌「あかしや」協力金

５５　　雑雑収収入入 441133,,118899 11,,000000 　寄付金、預金利息等

88,,668822,,884477 77,,992211,,000000

　　　　支支　　出出

前前年年度度決決算算額額 予予算算額額 摘摘                      要要

１１　　会会議議費費 11,,887788,,775588 11,,660000,,000000

総会開催費 1,807,830 1,500,000 　会場料等総会開催費用

会議費 70,928 100,000 　執行部会、代表委員会、理事会、顧問会、部会開催等費用

２２　　市市女女原原爆爆慰慰霊霊式式典典協協力力金金 7700,,000000 660000,,000000 　令和6年8月6日慰霊式典運営費協力金

３３　　同同窓窓会会活活動動周周知知・・広広報報費費 11,,008888,,553388 11,,222200,,000000
同窓会報制作費 972,170 1,000,000 　あかしや製作費（19、500部）住所判明会員送付分

ホームページ等運営費 113,600 120,000 　ホームページ組換え、名簿専用ＰＣ組換え修正費用

舟入祭出展費 2,768 100,000 　舟入祭（文化祭）出展ポスター制作費、会場設営費

４４　　母母校校・・同同期期会会等等支支援援４４  母母校校・・同同期期会会・・支支部部支支援援 11,,119999,,778800 11,,220000,,000000
舟入高校クラブ助成費 500,000 500,000 　クラブ活動助成金（中国大会・全国大会出場者）

卒業記念品代 200,000 200,000 　舟76期卒業生へ卒業記念品を贈呈

舟入高校支援費 100,000 100,000 　舟入祭、体育祭、教職員餞別

ＯＢ講演会謝礼金 20,000 30,000 　毎年1回開催

同期会助成金 310,000 300,000 　10万円（総会担当期立上げ）、3万円（記念同期会）

支部支援費 69,780 70,000 　関西支部、東京支部行事助成・支援費、総会出席費用

５５　　事事務務局局管管理理運運営営費費 33,,002299,,008800 33,,225500,,000000
事務局管理費 986,250 1,000,000 　事務局人件費（局員管理費・会報誌送付アルバイト料）

事務・機器購入費 598,490 600,000 　事務用品費、コピー用紙、機器購入料及び修理費

通信運搬費 1,258,730 1,500,000 　電話料、封書・会報誌宅配便料金等

諸　雑　費 185,610 150,000 　振込み手数料等

110000,,000000 110000,,000000

77　　千千田田保保育育園園7700周周年年記記念念事事業業 22,,000000,,000000 00 70周年記念事業支援費

88　　「「証証」」製製作作費費用用 00 22,,000000,,000000

99,,336666,,115566 99,,997700,,000000

   　収収　　支支

金金　　　　　　額額

2211,,229911,,550088

77,,992211,,000000

99,,997700,,000000

1199,,224422,,550088

　　収収　　　　　　　　入入

　　支支　　　　　　　　出出

次次期期繰繰越越額額

66　　被被爆爆8800周周年年誌誌「「証証」」改改訂訂

支支　　出出　　合合　　計計

区区分分

前前期期繰繰越越額額

ⅡⅡ　　22002244年年度度    予予算算　(会計年度　2024年7月1日～2025年6月30日）

区区　　　　分分

収収　　入入　　合合　　計計

区区　　　　分分

（４）執行部会（懸案事項発生時即応）

２２　　市市女女原原爆爆死死没没者者慰慰霊霊式式典典  88月月66日日（（88月月55日日清清掃掃））

３３　　理理事事にによよるる役役割割（（但但しし実実行行はは全全理理事事参参加加））　　

（１）総務部会（不在代表委員対策・講演会・会報送付）

（２）総会・広報部会（58・59期支援、舟入祭等母校支援）

（３）慰霊部会（慰霊式典にかかわるすべて）

ⅠⅠ　　22002244年年度度    事事業業計計画画
１１　　会会議議運運営営

（１）総会関係（総会8月、当番幹事56期）

（２）代表委員会（9，10、5、7月の4回）

（３）理事会（必要に応じ開催、代表委員会に提案）
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2023年度　年会費納入状況（2023年7月1日～2024年6月30日）
氏　名 金　額

舟入　03 期
20,000 

岡　幸子 2,000 
宮岡　キアイ 2,000 
堀江　洋治 6,000 
清水　明貞 3,000 
諏訪　昭登 5,000 
日垣　芳久 2,000 
　

舟入　04 期
¥200,188 

舟入 04 期 172,188 
松井　好 2,000 
染川　鐵太郎 2,000 
立花　至芳 2,000 
髙須　方基 2,000 
長津　功三良 5,000 
落合　儀子 2,000 
田中　ヱミ子 2,000 
中山　俊子 2,000 
伊藤　榮子 2,000 
中野　洋美 2,000 
谷本　貢 3,000 
山﨑　孝 2,000 
　

舟入　05 期
¥14,000 

向井　正彦 3,000 
鶴田　秀雄 6,000 
古本　弘子 2,000 
秋廣　健治郎 3,000 
　

舟入　06 期
¥47,357 

舟入 06 期 15,357 
田島　利男 2,000 
田中　一淑 2,000 
折出　晃 3,000 
仁田　秀代 10,000 
長尾　文治 5,000 
石田　喜子 8,000 
木戸　啓二 2,000 
　

舟入　07 期
¥59,000 

竹中　義彦 20,000 
小笠原　洋一 2,000 
岡　皖子 20,000 
平松　久枝 2,000 
田部　晃 2,000 
河原　久美子 2,000 
真末　数雄 2,000 
新見　多美子 2,000 

氏　名 金　額

高橋　一郎 2,000 
中村　義正 2,000 
厚井　一恵 2,000 
工藤　恭子 2,000 
佐々木　朋子 2,000 
石川　稔 2,000 
宮河　治 2,000 
宮本　俊治 3,000 
　

舟入　14 期
¥65,000 

矢野　幸枝 3,000 
木原　純枝 3,000 
橋村　国靖 2,000 
松川　隆 2,000 
三浦　浩司 3,000 
鳴川　啓子 3,000 
恵南　祈八郎 2,000 
中島　肇 2,000 
森下　武司 3,000 
小松　英明 2,000 
藤田　満喜恵 3,000 
大内　剛 2,000 
藤井　正人 2,000 
矢野　幸枝 2,000 
山田　博子 2,000 
西原　健 2,000 
井上　晋輔 2,000 
沖山　重成 3,000 
﨑山　千枝子 2,000 
加藤　靖子 3,000 
島田　拓郎 3,000 
吉実　弘 4,000 
向井　昭彦 3,000 
広谷　浩司 2,000 
江頭　信之 2,000 
木村　行男 3,000 
　

舟入　15 期
¥36,000 

谷　千津子 2,000 
吉本　廣幸 2,000 
間　良江 2,000 
矢嶋　道子 2,000 
恵南　一子 2,000 
河村　辰夫 3,000 
藤本　美惠子 2,000 
日向　初子 2,000 
木村　登志枝 2,000 
河原林　睦代 2,000 
田丸　喜造 2,000 
湊　伸悟 2,000 
松本　文武 2,000 

氏　名 金　額

村方　實 2,000 
中村　静子 2,000 
盛岡　良之 2,000 
肥後　紀代子 2,000 
濱田　宗具 3,000 
西田　静江 2,000 
米田　進 2,000 
神田　文代 2,000 
土本　功 10,000 
　

舟入　11 期
¥34,000 

松本　慈恵 2,000 
卜部　則男 2,000 
𠮷井　淑子 2,000 
末田　邦子 2,000 
教誓　康治 2,000 
三浦　信夫 2,000 
保本　敏雄 2,000 
田中　順子 5,000 
藤田　聖子 2,000 
岡村　緑 2,000 
尾上　洋子 2,000 
佐藤　邦雄 5,000 
國本　武基 2,000 
井上　早智子 2,000 
　

舟入　12 期
¥28,000 

沖本　將昭 2,000 
戸田　章 10,000 
河本　浩一 2,000 
岡島　建夫 2,000 
徳原　和子 2,000 
青木　愃子 2,000 
沖山　利治 2,000 
前田　圭惠 2,000 
隠塚　加寿夫 2,000 
加計　英子 2,000 
　

舟入　13 期
¥39,000 

桑原　弘明 2,000 
肥野藤　樹 2,000 
大村　和子 2,000 
平野　輝夫 2,000 
滝口　明弘 2,000 
池田　正信 2,000 
福田　豊 2,000 
田中　理伸 2,000 
伊藤　靖明 2,000 
髙木　征治 2,000 
大林　諒人 2,000 

氏　名 金　額

長見　雅美 3,000 
西岡　文子 2,000 
原紺　芳枝 2,000 
　

舟入　08 期
¥14,000 

奥田　美枝子 2,000 
宮本　勝義 2,000 
宮本　博司 2,000 
田島　文彦 2,000 
山本　玲子 2,000 
海老原　正雄 2,000 
奥田　美枝子 2,000 
　

舟入　09 期
¥35,000 

藤本　世志子 3,000 
石山　郁子 2,000 
松浦　信江 2,000 
立花　一磨 2,000 
佐藤　純二 10,000 
橋本　幹子 3,000 
三木　宣彦 2,000 
山本　紀美子 2,000 
佐々木　喜美 3,000 
野村　六彦 6,000 
　

舟入　10 期
¥83,000 

佐竹　宏祥 3,000 
田賀　雅文 3,000 
寺川　義彦 2,000 
吉田　泰子 2,000 
三浦　明 3,000 
渡船　昭枝 2,000 
寺内　東子 2,000 
田部　満知子 2,000 
松浦　三津子 2,000 
林　玲子 2,000 
石田　陸 2,000 
市川　博彬 2,000 
柴橋　田鶴子 2,000 
河野　雅子 2,000 
吉村　八千代 3,000 
高木　茂樹 2,000 
松本　三千子 2,000 
角　早桐 2,000 
佐竹　輝子 2,000 
小島　匡宏 2,000 
教誓　紀幸 2,000 
寺田　八千代 6,000 
落合　淑子 2,000 
長屋　和子 2,000 
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2023年度　年会費納入状況
氏　名 金　額

沖田　征子 2,000 
岩根　良子 2,000 
大竹　純子 2,000 
葛神　健二郎 3,000 
　

舟入　16 期
¥64,000 

田井　正治 3,000 
蔵田　道夫 2,000 
福原　幸恵 2,000 
藤岡　ときえ 2,000 
鮎川　節子 5,000 
重年　道則 2,000 
後給　晴子 2,000 
天満　富雄 4,000 
山岡　洋子 2,000 
川又　章一 2,000 
平下　圭二 2,000 
丸山　英明 2,000 
三上　照子 2,000 
野宗　隆志 3,000 
安森　文子 3,000 
砂連尾　忠登 2,000 
久保田　博己 2,000 
野間　二郎 2,000 
三田　郁子 2,000 
堀江　正憲 2,000 
清水　尚 2,000 
貫名　美鈴 4,000 
松本　成子 2,000 
𠮷岡　樹男 2,000 
牛尾　裕 2,000 
鈴木　則夫 2,000 
益永　昌子 2,000 
　

舟入　17 期
¥30,000 

　

舟入　18 期
¥50,000 

　

舟入　19 期
¥50,000 

　

舟入　20 期
¥58,000 

山本　貴美子 4,000 
福間　伸二 5,000 
山下　悦子 2,000 
山本　恵三 2,000 
渡辺　克江 2,000 
赤峰　敬子 5,000 
尾野本　悟 2,000 

氏　名 金　額

桐山　ひさ子 2,000 
髙岡　典子 2,000 
宮本　徹 2,000 
奥本　芳治 3,000 
町田　仁史 2,000 
福田　博恵 2,000 
渡部　清美 2,000 
山下　克枝 4,000 
倉垣　敦子 2,000 
福永　好男 2,000 
髙　義一 2,000 
髙　志磨子 2,000 
石徳　武 4,000 
池田　俊恵 2,000 
三上　季實子 2,000 
　

舟入　26 期
¥74,000 

小川　嘉彦 2,000 
大杉　千惠子 2,000 
岡　孝 2,000 
長門　久美子 2,000 
西村　元伸 2,000 
児玉　光司 4,000 
北崎　哲之 2,000 
中上　政司 2,000 
上村　等 2,000 
堀脇　千穂 10,000 
荒川　宣昭・由美子� 2,000 
橋本　光正・多恵� 4,000 
中村　容明 2,000 
有志　 2,000 
岸　かおる 2,000 
野田　省三・久美� 4,000 
中島　晋 2,000 
山根　眞裕美 2,000 
松舘　淳子 2,000 
小林　雅明 2,000 
河野　一郎 2,000 
奥本　忠明 4,000 
山本　勝 5,000 
加藤　初美 2,000 
末永　由栄 5,000 
大杉　千惠子 2,000 
　

舟入　27 期
¥127,000 

宮本　真弥子 5,000 
住田　恒三 10,000 
金子　健一 10,000 
原　純子 2,000 
久保田　修司 2,000 
伴　公文 2,000 

氏　名 金　額

舟入　22 期
¥43,018 

　

舟入　23 期
¥24,000 

野口　喜三子 6,000 
幸田　淳 2,000 
長尾　秀実 2,000 
野口　喜三子 6,000 
近藤　由美子 2,000 
立川　義樹 2,000 
立川　清美 2,000 
上田　和枝 2,000 
　

舟入　24 期
¥35,000 

田阪　資啓 2,000 
大久保　裕通 2,000 
東　明彦 5,000 
東間　清和 2,000 
黒田　雄治 2,000 
住田　茂 2,000 
山田　雄三 2,000 
久保　恵治 2,000 
木村　悦子 2,000 
市本　一正 2,000 
杉本　恵子 5,000 
矢野　恵子 2,000 
岡村　憲子 3,000 
村本　美帆子 2,000 
　

舟入　25 期
¥84,000 

三宅　美津子 2,000 
牛尾　信治 2,000 
山本　渉 2,000 
田野原　孝彦 2,000 
浅藤　学 2,000 
石堂　雅禎 2,000 
城坂　俊明 2,000 
大北　和幸 2,000 
田尾　勝則 2,000 
西本　晴美 2,000 
山本　雄二 2,000 
福井　和子 2,000 
竹野下　孝子 2,000 
木戸　英樹 2,000 
新関　学 2,000 
中村　栄一 2,000 
沖田　光昭 3,000 
玉垣　彰 2,000 
勝乘　吉雄 2,000 
山口　美佐保 10,000 

氏　名 金　額

石井　敏子 2,000 
中野　博文 2,000 
沖田　均 2,000 
隨行　史郎 2,000 
植﨑　利生 2,000 
山路　実子 2,000 
大亀　卓男 2,000 
竹村　豊 2,000 
島筒　みどり 2,000 
鵜飼　史代・勤 4,000 
長尾　泰充 2,000 
河野　健二 2,000 
山本　貴美子 2,000 
増野　恵美子 2,000 
中川　俊昭 4,000 
中佐　直樹 2,000 
　

舟入　21 期
¥84,000 

石田　隆昭・雅子� 4,000 
本田　光宝 2,000 
森田　健司 2,000 
大谷　謹吾 2,000 
太田　典良 2,000 
佐藤　ちず恵 2,000 
大田　美裕 2,000 
奥田　俊之 2,000 
伊藤　一明 2,000 
鈴木　一則 2,000 
天清　純子 2,000 
山西　澄江 2,000 
小川　裕子 4,000 
菅尾　伸二 10,000 
安村　正道 2,000 
森田　恵子 2,000 
沖本　一暁 2,000 
畠山　和陽 2,000 
林　泰水 2,000 
村上　玲子 2,000 
丸山　新二 2,000 
北口　稔 2,000 
梶川　作智子 2,000 
野田　邦子 2,000 
堀口　幸範 2,000 
堀切　洋子 2,000 
松田　良雄 2,000 
筧中　嘉則 2,000 
植木　範行 2,000 
寺本　淑江 10,000 
金澤　由紀子 2,000 
寺坂　千代 2,000 
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2023年度　年会費納入状況
氏　名 金　額

中田　俊彦 2,000 
谷中　裕二 2,000 
高畑　明 2,000 
石津　和幸 2,000 
町田　以津子 2,000 
迫本　浩美 2,000 
榎　真由美 3,000 
竹岡　雅裕・志織� 2,000 
青木　稔 4,000 
中村　幸子 2,000 
甲　正彦 3,000 
木村　正徳 5,000 
木本　淳司 3,000 
礒野　博子 2,000 
鈴木　今日子 2,000 
伊豫　浩司 2,000 
林田　淳子 2,000 
藤岡　尚美 2,000 
長尾　瑞惠 30,000 
倉田　早苗 2,000 
渡邉　富士子 2,000 
大山　隆 2,000 
川本　裕治 2,000 
鈴川　千賀子 2,000 
河﨑　信敏 2,000 
佐藤　利行 5,000 
松井　典子 3,000 
湯淺　徹郎 2,000 
　

舟入　28 期
¥105,000 

水野　晶好 2,000 
山本　敦子 2,000 
松原　弘毅 3,000 
迫　治恵 2,000 
伊藤　博 2,000 
小早川　満 2,000 
米原　康弘 2,000 
下窪　正也 2,000 
北山　潔 3,000 
森本　いく子 2,000 
新田　由美子 2,000 
矢野　典恵 2,000 
森田　洋二 2,000 
教誓　良平 2,000 
福永　雅之 2,000 
坂本　積 2,000 
林　敬子 5,000 
吉儀　紀子 2,000 
山本　洋子 2,000 
児玉　正芳 2,000 
宇高　成一 2,000 
林　郁子 2,000 

氏　名 金　額

舟入　37 期
¥4,000 

山田　文香 2,000 
山本　武 2,000 
　

舟入　38 期
¥162,095 

寺本　洋子 2,000 
山本　哲也 2,024 
吉川　光一郎 2,024 
田中　和明 2,024 
小林　圭介 2,000 
山本　晋史 100,000 
有志　 50,000 
山﨑　敦 2,023 
　

舟入　39 期
¥10,000 

池田　幸二 2,000 
野村　浩樹 2,000 
幾田　美佐子 2,000 
新見　健二 2,000 
松崎　励 2,000 
　

舟入　40 期
¥9,000 

横山　加代子 5,000 
長門　達也 4,000 
　

舟入　41 期
¥18,000 

松本　隆之 3,000 
松尾　武徳 5,000 
加藤　剛 2,000 
矢川　めぐみ 5,000 
松本　隆之 3,000 
　

舟入　42 期
¥21,000 

木村　康隆 4,000 
山本　誠 10,000 
秦　弥紀 2,000 
岩田　成正 2,000 
小川　曜子 3,000 
　

舟入　43 期
¥14,000 

徳山　博一 10,000 
鎌田　健吾 2,000 
谷増　美穂子 2,000 
　

氏　名 金　額

木村　真理 2,000 
宮田　明 3,000 
中村　満 2,000 
森本　昭治 5,000 
道添　昭 2,000 
岡田　典之 3,000 
　

舟入　34 期
¥63,000 

伊藤　佐和子 5,000 
小林　美樹 2,000 
小石　浩嗣 5,000 
山﨑　竜弥 5,000 
筒井　浩昭 2,000 
柴　秀樹 6,000 
末政　直美 2,000 
柴田　朋子 2,000 
柳　智子 10,000 
田窪　岳司 5,000 
池岡　慎 2,000 
髙橋　和枝 10,000 
糸崎　博之 2,000 
田村　学 5,000 
　

舟入　35 期
¥26,000 

讃岐　克司 2,000 
田中　圭介 3,000 
遊田　明男 3,000 
永田　信治 10,000 
寺岡　みどり 2,000 
蔭山　雅美 2,000 
吉田　智子 2,000 
藪　由美子 2,000 
　

舟入　36 期
¥30,000 

小倉　由美 2,000 
中西　慶次 2,000 
宮本　輝昭 2,000 
笹村　欣司 2,000 
田川　稔 2,000 
西村　泰徳 2,000 
田中　敦 2,000 
桑原　明夫 5,000 
青山　裕 2,000 
児玉　紀子 2,000 
山本　秀子 2,000 
福場　純子 2,000 
宮郷　真二 3,000 
　

氏　名 金　額

岡本　展和 2,000 
松尾　由美子 2,000 
門脇　治隆 2,000 
畑中　かおり 2,000 
川原　薫 2,000 
槙尾　正 2,000 
尾﨑　真理子 2,000 
住吉　久美子 2,000 
飯銅　隆幸 3,000 
木森　晴美 2,000 
井丸　美由紀 2,000 
原田　桂子 2,000 
角田　憲一 3,000 
勢村　啓子 2,000 
水野　晶好 2,000 
小田　明 2,000 
谷川　和子 2,000 
森上　稔 9,000 
熊田　桂子 3,000 
薬師寺　正子 2,000 
高橋　蔦江 2,000 
水野　泰治 2,000 
髙岡　由紀 2,000 
　

舟入　29 期
¥30,000 

　

舟入　30 期
¥30,000 

　

舟入　31 期
¥23,000 

網本　新治 3,000 
中尾　和浩 2,000 
丸山　秀子 2,000 
岩城　完三 2,000 
山野井　孝満 2,000 
添田　佳伸 2,000 
西村　聡 2,000 
土屋　章 2,000 
久保田　博 2,000 
中本　千鶴 4,000 
　

舟入　32 期
¥30,000 

　

舟入　33 期
¥30,000 

田中　慎也 3,000 
末廣　恭子 3,000 
正木　勝治 3,000 
岡　利至 2,000 
中西　周介 2,000 
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2023年度　年会費納入状況

総　合　計
¥2,192,658

今年度も
ありがとうございました。

氏　名 金　額

舟入　44 期
¥12,000 

泉　次雄・友恵 4,000 
戸林　英行 2,000 
三河　清美 2,000 
津川　由香里 2,000 
窪川原　享加 2,000 
　

舟入　45 期
¥6,000 

水口　隆博 2,000 
半田　貴美子 2,000 
日高　奈美恵 2,000 
　

舟入　46 期
¥12,000 

新田　丈晴 2,000 
永谷　明訓 3,000 
齋藤　梨恵 2,000 
川本　泰司 2,000 
杉本　里栄 3,000 
　

舟入　47 期
¥30,000 

　

舟入　48 期
¥55,000 

岡﨑　信也 50,000 
勝田　佐地子 5,000 
　

舟入　49 期
¥4,000 

山口　明彦 2,000 
村上　和広 2,000 
　

舟入　50 期
¥3,000 

土手　臣 3,000 
　

舟入　52 期
¥12,000 

松末　考司 10,000 
寒川　浩子 2,000 
　

舟入　54 期
¥2,000 

小西　翔大 2,000 
　

舟入　55 期
¥10,000 

田丸　真也 2,000 
井上　美佳 2,000 
中西　亘 6,000 

氏　名 金　額

舟入　56 期
¥5,000 

堀　聖太郎 5,000 
　

舟入　57 期
¥4,000 

門原　新太郎 2,000 
大川　高司 2,000 
　

舟入　58 期
¥4,000 

松田　玲雄 2,000 
稲垣　龍一 2,000 
　

舟入　59 期
¥4,000 

溝上　翼 2,000 
高下　志織 2,000 
　

舟入　60 期
¥4,000 

𠮷岡　杏子 2,000 
三上　詩織 2,000 
　

舟入　62 期
¥9,000 

早川　朋海 2,000 
脇　優太 2,000 
唐田　祥宏 3,000 
溝上　飛鳥 2,000 
　

舟入　63 期
¥4,000 

有馬　洸 2,000 
西井　優 2,000 
　

舟入　75 期
¥10,000 

上遠野　夏実 10,000 
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FacebookInstagram

https://www.maruko-g.jp/
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FacebookInstagram

https://www.maruko-g.jp/

31

田 丸 直 文  （舟入15期）

田 丸 大 資  （舟入52期）

〒739-0622 広島県大竹市晴海2丁目10番54号
　℡ （0827）59-1800
　代表取締役社長　伴丈　修 （33期）

『アスベスト調査・分析』は当社へ
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株式会社

本社・安佐南一般印刷工場
〒731‐0141 広島市安佐南区相田1丁目16番27号
TEL（082）878‐6000㈹  FAX（082）872‐1664
E-mail : impulse1＠imp-h.co.jp
本社・広島事務所／配送センター／安佐輪転工場／東京支店
東広島営業所／岩国営業所　  URL ： https://imp-h.co.jp

印刷のプロとしての誇りをもって造り上げる高品質の印刷物

4-16-19
☎ 082-509-3388

1F
☎ 082-509-3280

1-25-39-4
☎ 082-850-0731

3-12-12-1
☎ 082-225-7158

!!LINE
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株式会社

本社・安佐南一般印刷工場
〒731‐0141 広島市安佐南区相田1丁目16番27号
TEL（082）878‐6000㈹  FAX（082）872‐1664
E-mail : impulse1＠imp-h.co.jp
本社・広島事務所／配送センター／安佐輪転工場／東京支店
東広島営業所／岩国営業所　  URL ： https://imp-h.co.jp

印刷のプロとしての誇りをもって造り上げる高品質の印刷物

4-16-19
☎ 082-509-3388

1F
☎ 082-509-3280

1-25-39-4
☎ 082-850-0731

3-12-12-1
☎ 082-225-7158

!!LINE

33

TEL(082)249-4917　FAX(082)541-0810

いい明日へ、ともに進んでゆく。

メットライフ生命はあなたの “よくわからない” を解決し
あなたにとって本当に必要な保障を提案いたします。

門田　充慶（舟入44期）携帯090-7895-5045

■広島市中区紙屋町1-2-22　広島ﾄﾗﾝｳﾞｪｰﾙﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ7F

取締役

広島県広島市中区八丁堀 10-14

五日市店 　安佐南店 　東広島店
府中店 　八丁堀店 　宇品店

tel.082-511-7552

〒730-0013

9

e-mail n.ichikubo@ichikubo-law.jp　HP https://ichikubo-law.jp/

代表取締役

土木工事・設計施工監理  広島県知事許可（特-2）第16954号

〒731-0144　広島市安佐南区高取北4丁目38-12
TEL 082-872-3053　　FAX 082-830-3781
E-mail  kido-kensetsu@ab.auone-net.jp

本店 広島市中区堺町2－6－3
広島そごうB1店
ザ・ビッグ宮内店
フジグラン広島店
ラクア緑井店
ekieキッチン店

（082）292－9665
（082）512－7936
（0829）38－2294
（082）243－7255
（082）876－5141
（082）262－5521

ゆめタウン呉店1F
新幹線EKIE店
ゆめタウン廿日市店
呉駅店
イオンモール広島府中店
アルパーク店

（0823）23－5501
（082）568－6308
（0829）31－6131
（0823）23－5688
（082）286－0157
（082）277－2181

本社  〒730-0855 広島市中区小網町5-3    TEL （082）232-0125   FAX 232-7126
株式会社 ボストン

「皆様に親しまれ、愛されるお菓子づくり」を
今も、そしてこれからも…。

代表取締役  栗栖一典 （舟入35期）

WEBSHOP  boston-apple.jp Instagram  boston_apple
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22期  花本 泰孝・恵美子

GB広島平和公園前
〒730-0853　広島県広島市中区堺町1丁目7-9
TEL.092-292-2431／FAX.092-292-3314

GRAND BASE Hiroshima Peace Memorial Park

公文式の教室は入会金が不要です。

お気軽にお問い合わせください。お待ちしております。

高陽矢口教室
算・数 英 国　　　　   / 書写毎週/月・木曜日 毎週/水曜日

広島市安佐北区口田南7丁目
12-27-102矢口バス停そば

広島市安佐北区亀山南4丁目
10-1虹山下会館

指導者：沓内
電話番号：教室/082-299-6954　携帯/090-4655-4783

亀山南教室
指導者：沓内
電話番号：教室/090-4655-4783

学
習
日
・
学
習
時
間
・
地
図
な
ど
、

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら
！

沓 内  順 子（旧姓：藤重）舟入22期
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学
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習
時
間
・
地
図
な
ど
、

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら
！

沓 内  順 子（旧姓：藤重）舟入22期
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医療法人 繁桂会

広島市中区本川町2-1-16

www.nakagawa.or.jp

TEL：（082）231-2832

中川産科婦人科

中川 仁志理事長 （舟入35期）
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PM 5：30 ～ PM 8：30
L U N C H（平日のみ）
AM 11：30 ～ PM 1：30
定休日 / 木曜日

https://www.randcins.jp/
〒730-0045 広島県広島市中区鶴見町2番21号
　　　　　　 ハウスバーンフリート平和大通り403号室
電 話（IP）050-5538-3058
FAX  082-207-2613
携 帯  090-4805-4824
Mail  wako.nagayama@randcins.jp

広島営業支社　営業支社長

トータル・ライフ・コンサルタント
（生命保険協会認定FP）

な が や ま わ こ う

永山　和功

SUSTAINABLE SOLUTION COMPANY R＆C株式会社

第 1

ズボラさんでも親子で続けられる、心とカラダのセルフケア

広島市佐伯区五日市から、ご自宅等への出張やオンラインでサポート

Instagram@asa.10101100days

あさ 十月十日と1100日／あさ助産院   伊藤（北谷）真美代表  
【舟入55期】
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PM 5：30 ～ PM 8：30
L U N C H（平日のみ）
AM 11：30 ～ PM 1：30
定休日 / 木曜日

https://www.randcins.jp/
〒730-0045 広島県広島市中区鶴見町2番21号
　　　　　　 ハウスバーンフリート平和大通り403号室
電 話（IP）050-5538-3058
FAX  082-207-2613
携 帯  090-4805-4824
Mail  wako.nagayama@randcins.jp

広島営業支社　営業支社長

トータル・ライフ・コンサルタント
（生命保険協会認定FP）

な が や ま わ こ う

永山　和功

SUSTAINABLE SOLUTION COMPANY R＆C株式会社

第 1

ズボラさんでも親子で続けられる、心とカラダのセルフケア

広島市佐伯区五日市から、ご自宅等への出張やオンラインでサポート

Instagram@asa.10101100days

あさ 十月十日と1100日／あさ助産院   伊藤（北谷）真美代表  
【舟入55期】
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アトリエ 〒732-0053  広島市東区若草町15-1-201 前田ビル
TEL&FAX  082-261-7801　shuntei43@icloud.com

広島市南区的場町1-2-21　広島第一生命OSビルディング1階
TEL/082-553-9788　FAX/082-553-9791

TEL(０８２)２３３-７５４４　FAX(０８２)２３３-７４６０

新築工事 リフォーム工事 塗装･防水工事  解体工事 土木工事業

広島県知事許可（特-4）第29139号　広島県知事許可（般-4）第29139号

〒７３３-０００２　広島市西区楠木町１丁目１３番１６号

http://www.takanobashi-ld.jp/　代表取締役　武田 清文（舟入43期）

店　主 桐　原　  猛
（舟入 39 期）

〒730-0831
広島市中区江波西1丁目27番7号
TE L／
携 帯／

0 8 2 - 2 9 5 - 3 5 5 3
0 9 0 - 8 9 9 2 - 3 7 8 1

9：00～12：00
診療受付時間 月 火 水 木 金 土

14：30～17：00
手術

（舟入48期　サッカー部OB）

4
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松 浦 経 営 労 務 事 務 所

〒733-0803 広島市西区竜王町12-1-306　TE082-238-6225
特定社会保険労務士 （舟入33期）松 浦  充 幸

労 働 保 険 事 務 組 合  広 島 経 営 者 協 会

手袋・ヘルメット・安全靴・前掛・洗剤・ポリ袋・箒

代表取締役　�岡  逸夫（舟入16期）
〒730-0847 広島市中区舟入南 3 丁目 18-16　電話（082）292-2227　 FAX（082）292-2229

己 に 徹 し て 人 の た め に 生 き よ う !!

河内 　邦博（26期）
田万里 耕作（29期）
大田　 泰孝（30期）

小山　 陽介（37期）
角光　 敏成（37期）
水口　 博崇（40期）
盆子原 治己（65期）

横山　 千晶（65期）
大段　 美羽（68期）
吉野　 　碧（70期）
河野　 光沙（71期）

岡事務所 〒730-0812 広島市中区加古町 1-23-301 福地産業加古町ビル
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(舟入18期)
名誉院長

不動産の相続・売却・購入・リフォーム　お気軽にご相談くださ～い！

河 野  寛 （舟入36期・バレー部）開発事業部

広島市西区草津港一丁目9番39号
TEL：082-277-1291
FAX：082-277-1461
URL：https://www.osakisuisan.com/
　　　 https://www.osakisuisan.co.jp

0829（55）0378TEL.

漢方相談

手造り
ジャム喫茶ジャンク
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今年度もご協賛いただき
誠にありがとうございました

HP https://fukufukuan.jp/　Mail fukufukuan@fukufukufan.jp　営業時間 10時～16時　定休日 不定休
福まんじゅう シャリもち葛バー 宮島はちみつのお菓子

和と洋が出会った広島のあたらしいおやつ 手土産にも和と洋が出会った広島のあたらしいおやつ 手土産にも
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■ 発行／広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会
　　　　 〒730-0847　広島市中区舟入南1丁目4-4　舟入高校内　TEL 082-532-9633
■ 製作・印刷／株式会社 インパルスコーポレーション
　　　　　　  〒731-0141　広島市安佐南区相田1丁目16-27　TEL 082-878-6000
■ 表紙デザイン／亀本　蒼乃
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HP https://fukufukuan.jp/　Mail fukufukuan@fukufukufan.jp　営業時間 10時～16時　定休日 不定休
福まんじゅう シャリもち葛バー 宮島はちみつのお菓子

和と洋が出会った広島のあたらしいおやつ 手土産にも和と洋が出会った広島のあたらしいおやつ 手土産にも
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